
白水大池公園

住みよさ発見　市民都市かすが No.183

【６月定例会　一般質問 】
◎予約不要（入・退場は自由です）◎　◎どなたでも傍聴できます◎
６月２０日（月）・２１日（火） 午前１０時

発　行　春日市議会　　編　集　議会報編集特別委員会
〒816-8501　福岡県春日市原町３丁目１番地５
お問い合わせ　春日市議会事務局　☎ 092-584-1113
　　　　　　　　　　　　　　　 FAX 092-584-1146

議案の概要 ………………………  Ｐ２～３
委員会報告 ………………………  Ｐ４～５
一般質問 ……………………… Ｐ８～１４
意見書 ………………………………  Ｐ１４

春日市議会

市
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皆
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ほ
っ
と
ラ
イ
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４
月
１
日
に
本
市
議
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
広
報
機

能
の
充
実
を
図
る
た
め
、
見
や
す
い
、
使

い
や
す
い
、
わ
か
り
や
す
い
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
目
指
し
て
、
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

今
後
も
市
議
会
情
報
を
わ
か
り
や
す
く

お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
本
市
議
会

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
追
加
を
行
っ
た
主
な
項
目
】

・
議
会
の
予
定
が
わ
か
る
カ
レ
ン
ダ
ー

・
議
員
の
顔
写
真
入
り
名
簿

・
政
務
活
動
費
の
使
途
基
準
の
公
開

・
行
政
視
察
受
け
入
れ
の
ペ
ー
ジ

・
ウ
ェ
ブ
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
（
※
）
対
応

※
高
齢
者
や
障
が
い
者
と
い
っ
た
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な

ど
の
利
用
に
何
ら
か
の
制
約
が
あ
っ
た
り
利
用
に
不

慣
れ
な
人
々
を
含
め
て
、
誰
も
が
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な

ど
で
提
供
さ
れ
る
情
報
や
機
能
を
支
障
な
く
利
用
で

き
る
こ
と
。

政
務
活
動
費
は
、
議
会
の
審
議
能
力
を
強

化
す
る
た
め
、
議
員
ま
た
は
会
派
の
調
査
研

究
そ
の
他
の
活
動
に
対
し
て
、
そ
の
費
用
を

助
成
す
る
も
の
で
す
。本
市
議
会
で
は
、
昨

年
９
月
か
ら
今
年
の
３
月
に
か
け
て
議
会

運
営
委
員
会
で
議
論
を
行
い
、
議
員
ま
た
は

会
派
が
政
務
活
動
費
を
充
当
す
る
際
の
判

断
基
準
と
な
る
「
使
途
基
準
」
を
作
成
し
ま

し
た
。こ
の
使
途
基
準
を
踏
ま
え
て
、
引
き

続
き
、
政
務
活
動
費
の
適
正
な
執
行
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

【
充
当
で
き
る
経
費
の
例
】

先
進
地
視
察
や
研
修
会
の
参
加
に
要
す

る
経
費
、
市
政
の
課
題
解
決
や
予
算
獲
得
の

た
め
に
行
う
要
請
陳
情
活
動
に
要
す
る
経

費
、
市
民
相
談
会
な
ど
の
開
催
に
要
す
る
経

費
、議
会
審
議
に
必
要
な
資
料
購
入
費
な
ど

【
充
当
で
き
な
い
経
費
の
例
】

政
党
活
動
・
選
挙
活
動
・
後
援
会
活
動
・

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
活
動
の
た
め
の
経
費
、
議

会
活
動
の
報
告
を
行
う
た
め
の
広
報
紙
の

印
刷
代
な
ど
、
携
帯
電
話
料
金
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
通
信
料
な
ど
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
備

品
の
購
入
費
用

政
務
活
動
費
の
使
途
基
準
を

作
成
し
ま
し
た

議会ウェブサイトが
リニューアル！

訂
正

議
会
だ
よ
り
１
８
２
号
11
ペ
ー
ジ
（
野
口

明
美
議
員
一
般
質
問
）
上
段
の
21
行
目
に
誤

字
が
あ
り
ま
し
た
。

（
誤
）
個
別
収
集
↓（
正
）
戸
別
収
集

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

先
月
発
生
し
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

熊
本
地
震
。
多
く
の
方
々
が
避
難
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
貴
重
な
人
命
も
多
数
失
わ
れ

ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
の
お

見
舞
い
と
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
17
年
の
福
岡
西
方
沖
地
震
に
お
い
て

は
警
固
断
層
が
市
の
中
心
部
を
貫
い
て
い
る

本
市
も
大
き
な
人
的
物
的
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
予
測
不
可
能
な
自
然
災
害
を
無
く
す
手

だ
て
を
現
在
私
た
ち
は
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し

か
し
人
間
に
は
過
去
の
教
訓
を
生
か
し
、
被
害

を
最
小
限
に
す
る
知
恵
が
あ
り
ま
す
。
人
智
を

結
集
し
防
災
減
災
へ
の
不
断
の
努
力
を
一
つ
一

つ
積
み
重
ね
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
市
は
平
成
20
年
に
『
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』

を
作
成
し
全
戸
に
お
配
り
し
て
い
ま
す
。
防

災
の
基
本
は
日
頃
か
ら
の
一
人
一
人
の
備
え

に
あ
り
ま
す
。
被
害
の
記
憶
が
新
し
い
今
、

再
度
お
読
み
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。
な

お
現
状
に
即
し
た
最
新
版
は
本
年
度
中
に
各

戸
に
お
届
け
す
る
計
画
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
ゆ
た
か
）
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議案の概要

平
成
28
年
第
１
回（
３
月
）定
例
会
は
２
月
26
日
か
ら
３
月
24
日
ま
で
の

28
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、42
議
案
並
び
に
報
告
、意
見
書
な
ど
を
審
議

平成28年度 一般会計予算

314億6148万円
【
歳

　入
】

　
自
主
材
源
の
要
で
あ
る
市
税
は
、５
年
連
続

で
増
収
が
見
込
ま
れ
る
。こ
れ
は
、法
人
市
民
税

が
税
率
の
引
き
下
げ
に
よ
り
減
と
な
る
が
、個

人
市
民
税
は
給
与
所
得
な
ど
の
伸
び
、固
定
資

産
税
は
堅
調
な
新
築
数
の
増
が
考
慮
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

実
質
的
な
地
方
交
付
税（
地
方
交
付
税
お
よ

び
臨
時
財
政
対
策
債
の
合
計
）は
、国
の
地
方
財

政
計
画
を
反
映
し
51
億
５
７
５
万
円
。市
債
は
、

４
年
ぶ
り
に
減
と
な
り
、28
年
度
末
の
市
債
残

高
は
２
９
３
億
５
３
３
７
万
円
で
、３
年
ぶ
り
に

減
少
の
見
込
み
と
な
る
。

【
歳

　出
】

義
務
的
経
費
で
は
、公
債
費
が
前
年
度
と
比

較
し
１
億
５
９
１
４
万
円
の
減
と
な
る
が
、人
件

費
は
地
域
手
当
の
増
な
ど
に
よ
り
１
億
５
１
１

９
万
円
、扶
助
費
が
福
祉
関
係
給
付
費
の
増
な

ど
で
11
億
４
０
５
万
円
を
増
額
す
る
。

投
資
的
経
費
は
、総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

の
建
設
な
ど
大
型
事
業
の
完
了
に
よ
り
大
幅
な

減
と
な
っ
た
。

そ
の
他
の
経
費
で
は
、補
助
費
が
塵
芥
焼
却

処
理
費
の
皆
減
な
ど
に
よ
り
５
億
９
７
９
０
万

円
の
減
、物
件
費
は
指
定
管
理
料
な
ど
の
微

増
、特
別
会
計
な
ど
へ
の
繰
出
金
は
１
億
３
４
６

万
円
の
増
と
な
る
。

対前年度比７．７％減

その他
35.49億円
11.3%

補助費など
39.08億円
12.4%

物件費
46.77億円
14.9%

普通建設
事業費など
32.10億円
10.2%

公債費
26.43億円
8.4%

人件費
37.57億円
11.9%

扶助費
97.17億円
30.9%

その他
38.6%

投資的経費
10.2%

義務的経費
51.2%

歳出

市債
19.46億円
6.2%

地方譲与税など
22.16億円
7.0%

地方交付税
38.75億円
12.3%

国県支出金
85.87億円
27.3%

諸収入
6.51億円
2.1%

使用料・分担金など
16.16億円
5.1%

市税
125.70億円
40.0%

依存財源
52.8%

自主財源
47.2%歳入

◎
庁
舎
空
調
更
新
事
業

◎
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事

業
所
整
備
事
業

◎
公
私
連
携
型
保
育
所
白
水
保
育
所

施
設
整
備
事
業

◎
高
齢
者
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
給

付
事
業

◎
ひ
か
り
第
２
ク
ラ
ブ
舎
新
設
事
業

◎
中
学
校
普
通
教
室
空
調
設
備
整
備

事
業

◎
空
き
家
対
策
推
進
事
業

新
た
に
始
ま
る
事
業

こ
ど
も
医
療
費
の

助
成
拡
大
決
ま
る

保
育
の
受
け
皿
拡
充

通
院
に
係
る
こ
ど
も
医
療
費
の
支
給

が
拡
大
さ
れ
る
。現
行
で
は
未
就
学
児
ま

で
が
、小
学
６
年
生
ま
で
に
拡
大
さ
れ
る
。

自
己
負
担
額（
月
の
限
度
額
）

３
歳
〜
未
就
学
児
 

８
０
０
円

小
学
生
 

１
２
０
０
円

高
齢
者
支
援
臨
時

福
祉
給
付
金
給
付
事
業

子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
設
置

賃
上
げ
の
恩
恵
が
及
び
に
く
い
低
所

得
の
高
齢
者
を
支
援
す
る
た
め
、臨
時
給

付
金（
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉

給
付
金
）が
支
給
さ
れ
る
。１
人
に
つ
き
３

万
円
で
、対
象
は
27
年
度
分
の
住
民
税
が

非
課
税（
課
税
者
の
扶
養
親
族
や
生
活
保

護
受
給
者
な
ど
を
除
く
）、か
つ
28
年
度

中
に
65
歳
以
上
に
な
る
方
で
、年
金
を
受

給
し
て
い
な
く
て
も
受
け
取
れ
る
。申
請

受
け
付
け
は
、５
月
上
旬
よ
り
始
ま
り
、

８
月
頃
に
支
給
さ
れ
る
予
定
。

妊
産
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
の
切
れ

目
の
な
い
支
援
を
行
う
拠
点
施
設
を
い

き
い
き
プ
ラ
ザ
内
に
設
置
す
る
。全
て
の

妊
産
婦
か
ら
子
育
て
期
へ
の
継
続
的
な

相
談
・
支
援
で
出
産
へ
の
不
安
、子
育
て

期
の
孤
独
感
・
負
担
感
を
軽
減
し
、産
後

う
つ
や
児
童
虐
待
防
止
に
つ
な
げ
て
い

く
。

待
機
児
童
解
消
の
た
め
、現「
認
定
こ

ど
も
園
か
す
が
愛
育
セ
ン
タ
ー
」に
委
託

費
等
を
支
出
し
、定
員
90
名
の「
春
日
や

よ
い
保
育
園
」を
新
設（
50
名
分
増
）。ま

た
公
私
連
携
型
保
育
所「
白
水
保
育
所
」

を
整
備
し
、現
行
の
１
３
０
名
の
定
員
が

建
て
替
え
後
２
４
０
名
に
拡
大
さ
れ
る
。

（
新
園
舎
使
用
開
始
予
定
は
29
年
度
）

 （28年度予算額） （対前年度比）

一般会計 ３１４億６１４８万円  ▲　７．７％

国民健康保険事業特別会計 １２２億６６０５万円  ▲　１．５％

後期高齢者医療事業特別会計 １２億４８８７万円  ▲　１．３％

介護保険事業特別会計 ６２億４５５４万円  ＋　３．８％

下水道事業会計 ３５億８５１０万円  ▲ １３．０％

（　全　会　計　合　計　） ５４８億 ７０４万円  ▲　５．４％

平成２８年度当初予算における各会計の予算額

白水保育所

（▲マイナス）
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対前年度比７．７％減

その他
35.49億円
11.3%

補助費など
39.08億円
12.4%

物件費
46.77億円
14.9%

普通建設
事業費など
32.10億円
10.2%

公債費
26.43億円
8.4%

人件費
37.57億円
11.9%

扶助費
97.17億円
30.9%

その他
38.6%

投資的経費
10.2%

義務的経費
51.2%

歳出

市債
19.46億円
6.2%

地方譲与税など
22.16億円
7.0%

地方交付税
38.75億円
12.3%

国県支出金
85.87億円
27.3%

諸収入
6.51億円
2.1%

使用料・分担金など
16.16億円
5.1%

市税
125.70億円
40.0%

依存財源
52.8%

自主財源
47.2%歳入

◎
庁
舎
空
調
更
新
事
業

◎
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事

業
所
整
備
事
業

◎
公
私
連
携
型
保
育
所
白
水
保
育
所

施
設
整
備
事
業

◎
高
齢
者
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
給

付
事
業

◎
ひ
か
り
第
２
ク
ラ
ブ
舎
新
設
事
業

◎
中
学
校
普
通
教
室
空
調
設
備
整
備

事
業

◎
空
き
家
対
策
推
進
事
業

新
た
に
始
ま
る
事
業

こ
ど
も
医
療
費
の

助
成
拡
大
決
ま
る

保
育
の
受
け
皿
拡
充

通
院
に
係
る
こ
ど
も
医
療
費
の
支
給

が
拡
大
さ
れ
る
。現
行
で
は
未
就
学
児
ま

で
が
、小
学
６
年
生
ま
で
に
拡
大
さ
れ
る
。

自
己
負
担
額（
月
の
限
度
額
）

３
歳
〜
未
就
学
児
 

８
０
０
円

小
学
生
 

１
２
０
０
円

高
齢
者
支
援
臨
時

福
祉
給
付
金
給
付
事
業

子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
設
置

賃
上
げ
の
恩
恵
が
及
び
に
く
い
低
所

得
の
高
齢
者
を
支
援
す
る
た
め
、臨
時
給

付
金（
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉

給
付
金
）が
支
給
さ
れ
る
。１
人
に
つ
き
３

万
円
で
、対
象
は
27
年
度
分
の
住
民
税
が

非
課
税（
課
税
者
の
扶
養
親
族
や
生
活
保

護
受
給
者
な
ど
を
除
く
）、か
つ
28
年
度

中
に
65
歳
以
上
に
な
る
方
で
、年
金
を
受

給
し
て
い
な
く
て
も
受
け
取
れ
る
。申
請

受
け
付
け
は
、５
月
上
旬
よ
り
始
ま
り
、

８
月
頃
に
支
給
さ
れ
る
予
定
。

妊
産
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
の
切
れ

目
の
な
い
支
援
を
行
う
拠
点
施
設
を
い

き
い
き
プ
ラ
ザ
内
に
設
置
す
る
。全
て
の

妊
産
婦
か
ら
子
育
て
期
へ
の
継
続
的
な

相
談
・
支
援
で
出
産
へ
の
不
安
、子
育
て

期
の
孤
独
感
・
負
担
感
を
軽
減
し
、産
後

う
つ
や
児
童
虐
待
防
止
に
つ
な
げ
て
い

く
。

待
機
児
童
解
消
の
た
め
、現「
認
定
こ

ど
も
園
か
す
が
愛
育
セ
ン
タ
ー
」に
委
託

費
等
を
支
出
し
、定
員
90
名
の「
春
日
や

よ
い
保
育
園
」を
新
設（
50
名
分
増
）。ま

た
公
私
連
携
型
保
育
所「
白
水
保
育
所
」

を
整
備
し
、現
行
の
１
３
０
名
の
定
員
が

建
て
替
え
後
２
４
０
名
に
拡
大
さ
れ
る
。

（
新
園
舎
使
用
開
始
予
定
は
29
年
度
）

 （28年度予算額） （対前年度比）

一般会計 ３１４億６１４８万円  ▲　７．７％

国民健康保険事業特別会計 １２２億６６０５万円  ▲　１．５％

後期高齢者医療事業特別会計 １２億４８８７万円  ▲　１．３％

介護保険事業特別会計 ６２億４５５４万円  ＋　３．８％

下水道事業会計 ３５億８５１０万円  ▲ １３．０％

（　全　会　計　合　計　） ５４８億 ７０４万円  ▲　５．４％

平成２８年度当初予算における各会計の予算額

白水保育所

（▲マイナス）
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地域建設委員会
主に議論となった内容

◎暴力団排除条例の一部を改正する条例の制定
今回の改正の趣旨は何か。
暴力団排除等に関する教育を行う学校に小中一
貫教育を行う学校を追加するものであり、本市
に現在該当校は無いが、学校教育法の一部改正
に伴い所要の規定の整備を図るものである。

◎農業委員会の委員の定数条例の制定
農業委員会等に関する法律の一部改正に伴う措置
であるが、改正後の同法が定める委員の定数の上限
は何名か。
法定定数の上限は27名である。本市においては現在
の業務量などを勘案し、現行と同様10名としている。

◎平成28年度下水道事業会計予算
予算概要の説明を求める。
収益的収入23億2359万6千円、収益的支出19億
9614万4千円、資本的収入6億4868万6千円、資
本的支出15億8896万円である。前年度との比較
において、小倉第２雨水貯留施設の完成により資本
的収入は48.9％の減、資本的支出は25.9％の減と
なっている。

また、主要な建設改良事業として、災害時の事業継
続計画策定業務、施設の長寿命化を図る維持管理
計画の見直し業務、小倉第１・第３雨水幹線の改築
を予定する。
今回、業務の予定量における処理世帯数を処理
戸数に変更した理由は何か。
下水道普及率が100％に達し水洗化率も99％
を超えており、今後の下水道の経営目標としては
世帯数より事業所や学校など大口の使用者を踏
まえた戸数で表す方が正確であり、実態に合致
すると考えている。
小倉第３雨水幹線築造工事は県道31号線での工事
となるが、渋滞対策などはなされているのか。
工事は夜間に実施し昼間は行わないことを検討し
ている。

◎市道路線の廃止と認定
県施行都市計画道路整備事業（那珂川宇美線）に
よる県道の拡幅に伴い、市道路線の廃止及び認定
をするにあたり市議会の議決が求められた。
委員会で現地調査を実施し、また議案説明資料を
もとに審査。計５路線の廃止及び認定を承認した。

委員長　岩切幹嘉　副委員長　松尾德晴
委　員　與國　洋・野口明美・中原智昭・岩渕　穣

Q

A

A

総務文教委員会
主に議論となった内容

◎平成27年度一般会計補正予算（第４号）
　総額345億8129万８千円、１億3450万円減額
歳入における軽自動車税の増額の内訳は。
原動機付自転車が若干減少しているが、特に軽
四輪が増加しているため、総台数は300台の増
加となる。
歳出における受託事業遺跡発掘調査について、発
掘の順番を待っている人はいるか。
現在、発掘待ちは１件あり、人員配置の関係で実
施ができていない状況である。
発掘の要望に応えられる計画的な体制をつく
るようお願いする。
須玖岡本遺跡整備事業費について、史跡用地の購
入費及び家屋補償費の減額の要因は何か。
用地交渉の結果、正当な金額で購入できたためである。
教育支援事業費について、特別支援教育士の勤務
日が減少したことによる子どもへの影響は。また代
替の指導員はいるか。
全国的にまれな職種であるため、特別支援教育
士の確保は困難な状況であるが、心理判定員が
支援を行うなど、支援についての影響はない。

◎職員の勤務時間休暇等に関する条例の一部改正
仕事と育児または介護の両立の支援により職員の福

祉を増進し、もって職員の公務に関する能率の向上
に資するため、早出及び遅出に係る勤務事項の定め
を改正するきっかけは。
人事院からの通知である。また育児による時短の
制度はあるが、フルタイムで働くのに支障になって
いる職員の希望があり、制度を導入することとし
た。

◎適正就学指導委員会委員を教育支援委員会委員
に名称変更
理由は何か。
早期からの教育支援、相談について、現在は就学決
定時だけでなく、就学後も一貫した支援を行ってお
り、名称と実際の役割が合わなくなってきているた
め、文科省からの通知に対応して改正を行う。

◎西スポーツセンターの区域外設置に関する協議事
項の一部改正
本市が那珂川町の区域にわたって設置する西ス
ポーツセンターの施設のうち体育館を廃止すること
に伴い、当該施設の設置に係る協議事項の変更を
那珂川町と協議するもの。当該施設の名称を「春日
市西野球場」に変更し、併せて所在地及び面積をそ
れぞれ変更。

委員長　武末哲治　副委員長　内野明浩
委　員　竹下尚志・北田　織・川﨑英彦・髙橋裕子・白水勝己

A

Q

A

Q

Q
A

Q

A

市民厚生委員会
主に議論となった内容

◎いきいきプラザで実施する事業のうち、老人デイ
サービス事業を廃止し、子育て支援センターで実施
していた事業の一部をいきいきプラザにおいて実施
子育て支援センターが行っていた業務の移転に
際し利用者への周知と配慮は。
市報などでの周知はもちろんのこと来館者に対
し説明は行っていく。今までの親子事業は須玖
児童センターが行い不便になることはない。
子育て支援センターの事業は、子ども子育て相談
支援としていきいきプラザで行うのか。
もともといきいきプラザで行っていた妊娠期から
就学前までの母子保健に関する相談業務に加え
て、新たに18歳未満までの子育て相談支援業務を
すくすくプラザから移行することで市民ニーズを
一体的に受け持ち市民サービスがより充実する。

◎平成28年度後期高齢者医療事業特別会計予算
平成28・29年度の保険料額が下がる理由は。
平成26・27年度の事業運営において剰余金が発
生し、保険料額の算定に際しこれを投入したため。

◎平成28年度介護保険事業特別会計予算
安心生活創造事業と生活支援コーディネート業務と
の関わりは。また費用は。
密接に関連するので一体的に進める。生活支援

コーディネート業務は介護保険事業特別会計で
負担する。

◎平成28年度国民健康保険事業特別会計予算
　総額122億6604万4千円　前年度比1.5％減
これまで上昇傾向であった医療費が減少した要因は
被保険者数の減少か。
医療費減少の要因は被保険者数の減である。
繰入金がますます一般会計を圧迫すると予測され
るが。
繰入金の法定分は制度で決まっており、その他の繰
入金は国保税を上げるか、既に取り組んでいるが
医療費の適正化を図っていかなければならない。
特定健診の受診率向上の新たな手法はあるのか。委
員会視察にて特定健診の受診期限を限定すること
で効果があると聞いたが検討してはどうか。
受診勧奨事業において対象者を３倍に拡大してい
る。委員会視察報告にヒントがあると認識しており
できることはやっていく。

◎国の家庭的保育事業等の設備及び運営に関する
基準の一部改正に伴い、所要の規定の整備を図る
本市は国家戦略特別区域法及び構造改革特別区
域法による特区に該当するのか。
該当しない。

委員長　米丸貴浩　副委員長　近藤幸恵
委　員　前田俊雄・吉居恭子・西川文代・白水和博

主に議論となった内容

◎債務負担行為
市役所空調システム更新工事について、更新の
基準は。また、空調の効率化の検討をしたのか。
更新時期はおよそ15～20年。個別空調を設け
効率化を図る予定。

◎歳入
軽自動車税の増収を見込んでいるがその根拠は。
軽自動車の購入が増えていて税額の上昇も考慮。

◎歳出
【総務部】
ＰＦＩ事業導入可能性調査を行う理由は。
現在、ＰＦＩの普及が進んでいて、本調査は交付金
対象事業になっている。大和・双葉・上白水の３
つの市営住宅の建て替えをまとめてＰＦＩ事業と
して実施できないかと考えている。

【市民部】
ふるさと納税による減収見込みは。
ワンストップ特例制度創設により、所得税相当分
も合わせて住民税から控除される金額が大きく
なる。また、住宅借入金の特別控除などもあるた
め見込みを立てることはできない。

【健康福祉部】
高齢者祝金について今後どうするか。
28年度中に抜本的見直しを行いたい。それに当
たり自治会に対しアンケート調査を行う。

【地域生活部】
飼い主のいないねこの不妊去勢手術費補助金に
ついて効果は上がっているか。申請が多ければ補
正を組む予定はあるのか。
飼い主のいないねこは減少傾向にあると考え
る。予算の増額補正は行う予定は無い。

【都市整備部】
木造戸建て住宅耐震改修補助金の実績･状況は。
周知を行った結果、申請件数は５件。制度内容は
変わらない。

【学校教育部】
小学校の施設整備の予定は。
大規模改修工事と校舎増築工事を並行し実施
予定。増築工事は児童数の急増に対応するため。

【社会教育部】
体育協会運営費補助金の増額理由は。
協会がより大きな調整業務を行えるようになれ
ば新たな事業の委託も検討できる。早期に自立
できるよう支援を行っていきたい。

予算審査特別委員会 委員長　野口明美　副委員長　白水勝己
委　員　全議員
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要望
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地域建設委員会
主に議論となった内容

◎暴力団排除条例の一部を改正する条例の制定
今回の改正の趣旨は何か。
暴力団排除等に関する教育を行う学校に小中一
貫教育を行う学校を追加するものであり、本市
に現在該当校は無いが、学校教育法の一部改正
に伴い所要の規定の整備を図るものである。

◎農業委員会の委員の定数条例の制定
農業委員会等に関する法律の一部改正に伴う措置
であるが、改正後の同法が定める委員の定数の上限
は何名か。
法定定数の上限は27名である。本市においては現在
の業務量などを勘案し、現行と同様10名としている。

◎平成28年度下水道事業会計予算
予算概要の説明を求める。
収益的収入23億2359万6千円、収益的支出19億
9614万4千円、資本的収入6億4868万6千円、資
本的支出15億8896万円である。前年度との比較
において、小倉第２雨水貯留施設の完成により資本
的収入は48.9％の減、資本的支出は25.9％の減と
なっている。

また、主要な建設改良事業として、災害時の事業継
続計画策定業務、施設の長寿命化を図る維持管理
計画の見直し業務、小倉第１・第３雨水幹線の改築
を予定する。
今回、業務の予定量における処理世帯数を処理
戸数に変更した理由は何か。
下水道普及率が100％に達し水洗化率も99％
を超えており、今後の下水道の経営目標としては
世帯数より事業所や学校など大口の使用者を踏
まえた戸数で表す方が正確であり、実態に合致
すると考えている。
小倉第３雨水幹線築造工事は県道31号線での工事
となるが、渋滞対策などはなされているのか。
工事は夜間に実施し昼間は行わないことを検討し
ている。

◎市道路線の廃止と認定
県施行都市計画道路整備事業（那珂川宇美線）に
よる県道の拡幅に伴い、市道路線の廃止及び認定
をするにあたり市議会の議決が求められた。
委員会で現地調査を実施し、また議案説明資料を
もとに審査。計５路線の廃止及び認定を承認した。

委員長　岩切幹嘉　副委員長　松尾德晴
委　員　與國　洋・野口明美・中原智昭・岩渕　穣

Q

A

A

総務文教委員会
主に議論となった内容

◎平成27年度一般会計補正予算（第４号）
　総額345億8129万８千円、１億3450万円減額
歳入における軽自動車税の増額の内訳は。
原動機付自転車が若干減少しているが、特に軽
四輪が増加しているため、総台数は300台の増
加となる。
歳出における受託事業遺跡発掘調査について、発
掘の順番を待っている人はいるか。
現在、発掘待ちは１件あり、人員配置の関係で実
施ができていない状況である。
発掘の要望に応えられる計画的な体制をつく
るようお願いする。
須玖岡本遺跡整備事業費について、史跡用地の購
入費及び家屋補償費の減額の要因は何か。
用地交渉の結果、正当な金額で購入できたためである。
教育支援事業費について、特別支援教育士の勤務
日が減少したことによる子どもへの影響は。また代
替の指導員はいるか。
全国的にまれな職種であるため、特別支援教育
士の確保は困難な状況であるが、心理判定員が
支援を行うなど、支援についての影響はない。

◎職員の勤務時間休暇等に関する条例の一部改正
仕事と育児または介護の両立の支援により職員の福

祉を増進し、もって職員の公務に関する能率の向上
に資するため、早出及び遅出に係る勤務事項の定め
を改正するきっかけは。
人事院からの通知である。また育児による時短の
制度はあるが、フルタイムで働くのに支障になって
いる職員の希望があり、制度を導入することとし
た。

◎適正就学指導委員会委員を教育支援委員会委員
に名称変更
理由は何か。
早期からの教育支援、相談について、現在は就学決
定時だけでなく、就学後も一貫した支援を行ってお
り、名称と実際の役割が合わなくなってきているた
め、文科省からの通知に対応して改正を行う。

◎西スポーツセンターの区域外設置に関する協議事
項の一部改正
本市が那珂川町の区域にわたって設置する西ス
ポーツセンターの施設のうち体育館を廃止すること
に伴い、当該施設の設置に係る協議事項の変更を
那珂川町と協議するもの。当該施設の名称を「春日
市西野球場」に変更し、併せて所在地及び面積をそ
れぞれ変更。

委員長　武末哲治　副委員長　内野明浩
委　員　竹下尚志・北田　織・川﨑英彦・髙橋裕子・白水勝己

A

Q

A

Q

Q
A

Q

A

市民厚生委員会
主に議論となった内容

◎いきいきプラザで実施する事業のうち、老人デイ
サービス事業を廃止し、子育て支援センターで実施
していた事業の一部をいきいきプラザにおいて実施
子育て支援センターが行っていた業務の移転に
際し利用者への周知と配慮は。
市報などでの周知はもちろんのこと来館者に対
し説明は行っていく。今までの親子事業は須玖
児童センターが行い不便になることはない。
子育て支援センターの事業は、子ども子育て相談
支援としていきいきプラザで行うのか。
もともといきいきプラザで行っていた妊娠期から
就学前までの母子保健に関する相談業務に加え
て、新たに18歳未満までの子育て相談支援業務を
すくすくプラザから移行することで市民ニーズを
一体的に受け持ち市民サービスがより充実する。

◎平成28年度後期高齢者医療事業特別会計予算
平成28・29年度の保険料額が下がる理由は。
平成26・27年度の事業運営において剰余金が発
生し、保険料額の算定に際しこれを投入したため。

◎平成28年度介護保険事業特別会計予算
安心生活創造事業と生活支援コーディネート業務と
の関わりは。また費用は。
密接に関連するので一体的に進める。生活支援

コーディネート業務は介護保険事業特別会計で
負担する。

◎平成28年度国民健康保険事業特別会計予算
　総額122億6604万4千円　前年度比1.5％減
これまで上昇傾向であった医療費が減少した要因は
被保険者数の減少か。
医療費減少の要因は被保険者数の減である。
繰入金がますます一般会計を圧迫すると予測され
るが。
繰入金の法定分は制度で決まっており、その他の繰
入金は国保税を上げるか、既に取り組んでいるが
医療費の適正化を図っていかなければならない。
特定健診の受診率向上の新たな手法はあるのか。委
員会視察にて特定健診の受診期限を限定すること
で効果があると聞いたが検討してはどうか。
受診勧奨事業において対象者を３倍に拡大してい
る。委員会視察報告にヒントがあると認識しており
できることはやっていく。

◎国の家庭的保育事業等の設備及び運営に関する
基準の一部改正に伴い、所要の規定の整備を図る
本市は国家戦略特別区域法及び構造改革特別区
域法による特区に該当するのか。
該当しない。

委員長　米丸貴浩　副委員長　近藤幸恵
委　員　前田俊雄・吉居恭子・西川文代・白水和博

主に議論となった内容

◎債務負担行為
市役所空調システム更新工事について、更新の
基準は。また、空調の効率化の検討をしたのか。
更新時期はおよそ15～20年。個別空調を設け
効率化を図る予定。

◎歳入
軽自動車税の増収を見込んでいるがその根拠は。
軽自動車の購入が増えていて税額の上昇も考慮。

◎歳出
【総務部】
ＰＦＩ事業導入可能性調査を行う理由は。
現在、ＰＦＩの普及が進んでいて、本調査は交付金
対象事業になっている。大和・双葉・上白水の３
つの市営住宅の建て替えをまとめてＰＦＩ事業と
して実施できないかと考えている。

【市民部】
ふるさと納税による減収見込みは。
ワンストップ特例制度創設により、所得税相当分
も合わせて住民税から控除される金額が大きく
なる。また、住宅借入金の特別控除などもあるた
め見込みを立てることはできない。

【健康福祉部】
高齢者祝金について今後どうするか。
28年度中に抜本的見直しを行いたい。それに当
たり自治会に対しアンケート調査を行う。

【地域生活部】
飼い主のいないねこの不妊去勢手術費補助金に
ついて効果は上がっているか。申請が多ければ補
正を組む予定はあるのか。
飼い主のいないねこは減少傾向にあると考え
る。予算の増額補正は行う予定は無い。

【都市整備部】
木造戸建て住宅耐震改修補助金の実績･状況は。
周知を行った結果、申請件数は５件。制度内容は
変わらない。

【学校教育部】
小学校の施設整備の予定は。
大規模改修工事と校舎増築工事を並行し実施
予定。増築工事は児童数の急増に対応するため。

【社会教育部】
体育協会運営費補助金の増額理由は。
協会がより大きな調整業務を行えるようになれ
ば新たな事業の委託も検討できる。早期に自立
できるよう支援を行っていきたい。

予算審査特別委員会 委員長　野口明美　副委員長　白水勝己
委　員　全議員
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議案等一覧表・議決結果討論・市議会の評価

３月定例会で議決された議案等一覧表

▽筑紫公平委員会委員の選任 [同　　意]
▽人権擁護委員の候補者の推薦 [同　　意]

人事案件 ２件

▽訴えの提起 [原案可決]
▽西スポーツセンターの区域外設置に関する協議事項
　の一部を変更する協議 [原案可決]
▽市道路線の廃止 [承　　認]
▽市道路線の認定 [承　　認]

その他の案件 ４件

▽税条例等の一部を改正する条例の一部を改正する
　条例の制定 [承　　認]
▽公用車による交通事故に伴う損害賠償の額の決定
 [承　　認]

報告案件（専決処分） ２件

▽予算審査特別委員会の設置 [原案可決]
▽市議会委員会条例の一部改正 [原案可決]

議員提出議案 ２件

▽軽度外傷性脳損傷・脳しんとうの周知と予防、その危
　険性や予後の相談の出来る窓口などの設置を求める
　陳情 [市民厚生委員会に送付]

陳情 １件

▽市民スポーツセンター整備基金条例を廃止する条例　　　 　　
 [原案可決]
▽農業委員会の委員の定数条例 [原案可決]
▽農業委員会の委員候補者選考会条例 [原案可決]
▽消費生活センターの組織及び運営等に関する条例
 [原案可決]

条例の制定 ４件

▽暴力団排除条例 [原案可決]
▽職員定数条例 [原案可決]
▽職員の勤務時間、休暇等に関する条例 [原案可決]
▽議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等
　に関する条例 [原案可決]
▽職員の給与に関する条例等 [原案可決]
▽特別職の職員で常勤のものの給与等に関する条例
 [原案可決]
▽市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当の支
　給に関する条例 [原案可決]
▽財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条例
 [原案可決]
▽公の施設の設置及び管理に関する条例 [原案可決]
▽いきいきプラザ設置条例 [原案可決]
▽固定資産評価審査委員会条例 [原案可決]
▽スポーツ推進審議会条例 [原案可決]
▽スポーツセンター条例等 [原案可決]
▽ふれあい文化センター設置条例 [原案可決]
▽文化芸術審議会条例 [原案可決]
▽家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を
　定める条例 [原案可決]
▽こども医療費の支給に関する条例 [原案可決]
▽証人等の実費弁償に関する条例 [原案可決]
▽特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償
　に関する条例 [原案可決]

条例の一部改正 19件

▽一般会計(第４号)  [原案可決]
▽一般会計(第５号) [原案可決]
▽国民健康保険事業特別会計(第４号) [原案可決]
▽後期高齢者医療事業特別会計（第３号） [原案可決]
▽介護保険事業特別会計（第３号） [原案可決]
▽下水道事業会計（第３号） [原案可決]

平成27年度　補正予算 ６件

▽一般会計 [原案可決]
▽国民健康保険事業特別会計 [原案可決]
▽後期高齢者医療事業特別会計 [原案可決]
▽介護保険事業特別会計 [原案可決]
▽下水道事業会計 [原案可決]

平成28年度　当初予算 ５件

▽児童虐待防止対策の抜本強化を求める意見書      　     
 [原案可決]

意見書 １件

市
議
会
の
評
価

議
会
運
営
委
員
会

　
市
議
会
で
は
、
春
日
市
議
会
基
本
条
例

に
基
づ
き
、
定
例
会
ご
と
に
議
案
の
審
査

結
果
、採
決
の
結
果
、一
般
質
問
の
実
施
状

況
等
に
つ
い
て
、
議
会
活
動
の
評
価
を
行

い
ま
す
。

　
今
議
会
で
は
、市
長
提
案
の
人
事
案
件

２
件
、条
例
案
件
23
件
、予
算
案
件
11
件
、

そ
の
他
の
案
件
４
件
、報
告
案
件
２
件
及

び
意
見
書
１
件
、陳
情
１
件
を
慎
重
に
審

査
致
し
ま
し
た
。

１
　
議
案
の
審
査
結
果

①
平
成
28
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会

で
は
、審
査
の
過
程
で
多
く
の
質
疑
や

意
見
、提
案
が
な
さ
れ
活
発
で
意
義
あ

る
審
査
と
な
っ
た
。

②
各
委
員
会
に
お
い
て
も
多
く
の
質
疑
が

出
さ
れ
、慎
重
な
審
査
が
行
わ
れ
た
。

２
　
採
決
の
結
果

　
平
成
28
年
度
当
初
予
算
採
決
に
お
い

て
は
反
対
討
論
・
賛
成
討
論
が
複
数
出
さ

れ
、審
議
の
要
点
も
分
か
り
易
く
、意
思

を
明
確
に
し
た
採
決
結
果
と
な
っ
た
。

３
　
一
般
質
問
の
実
施
状
況

　
今
議
会
で
の
質
問
通
告
者
は
12
名
で
、

16
項
目
の
幅
広
い
政
策
、施
策
に
つ
い
て

執
行
部
と
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た

が
、課
題
も
残
さ
れ
た
議
会
で
あ
っ
た
。

①
水
問
題
の
質
問
に
対
し
答
弁
が
得
ら

れ
ず
、こ
の
質
問
内
容
が
一
般
事
務
に

該
当
す
る
の
か
、そ
れ
と
も
一
部
事
務

組
合
の
事
案
な
の
か
、そ
の
問
題
点
を

今
後
、検
証
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

②
今
定
例
会
は
時
間
制
が
多
く
、再
質
問

以
降
の
答
弁
の
た
め
の
移
動
頻
度
な
ど

を
勘
案
す
る
と
、再
質
問
以
降
に
つ
い

て
は
自
席
で
の
答
弁
が
望
ま
し
い
。

③
現
状
を
聞
く
だ
け
の
質
問
が
多
く
感

じ
ら
れ
た
。

※
一
般
質
問
の
議
会
傍
聴
者
は
２
日
間
で

31
人
で
し
た
。詳
細
は
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

議決結果（賛否が分かれた案件）

平成28年第１回（３月）定例会

件　　　　　　　　　　  名

※金堂清之議員(翔春会)は議長職のため、表決権はありません。　※岩渕穣議員は、３月23日に衆政会を脱会しています。　※◎は会派代表者 （○賛成　●反対）

※その他の案件については全員賛成で可決されました。　

春風会 会派大樹 会派に所属
しない議員

議決結果

公明党 創政会衆政会 翔春会
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特別職の職員で常勤のものの給与等に関
する条例の一部を改正する条例の制定

平成27年度一般会計補正予算（第4号）

農業委員会の委員候補者選考会条例の制定

市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当の
支給に関する条例の一部を改正する条例の制定 原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決
原案可決
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中
原 

智
昭

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁
償に関する条例の一部を改正する条例の制定

平成28年度一般会計予算

討　論 本会議最終日、採決の前に各議案に対して討論が行われました。

○平成28年度一般会計予算について

原案可決に反対 原案可決に賛成
国が投入した保険者支援金により全国に広がって
いる国保保険料の引き下げは本市では行われず、また
就学援助の認定基準の引き下げなど、少子化問題、子
どもの貧困対策には逆行ともいえる予算編成がある
のは残念である。本年度は大型公共事業を終えたこ
とで市の財政は安定しており、市民生活の充実を図る
べき絶好のチャンスである。2025年の超高齢化社会
を見据え、今、どの子も安心して勉強できる教育のた
めの予算、子どもたちを育てる家庭への支援のための
予算を増やすなど、大切な先行投資をすべきである。

吉居 恭子議員
総合スポーツセンター施設整備事業の完成などに伴
い、市債の発行額は前年度比で約27億円の減と大幅に
抑制されている。また、不妊治療助成事業や子育て世代
包括支援センター事業における新たな専任の保健師の
配置など、子どもから高齢者までの社会保障関係経費は
しっかりと確保されている。
市民生活の安定と質の向上に配慮されていると理解
し、現在のみならず、将来にわたって住みよい春日市を維
持していくという明確な意思が示された予算編成となっ
ていると判断する。

岩切 幹嘉議員

原案可決に賛成
歳入は、昨今の経済情勢を的確に見込んだ市税の増
や国の計画を反映した地方交付税、臨時財政対策債の
減など適正に見積もられている。
歳出は、県道那珂川宇美線整備事業、市営住宅の建て
替えや待機児童解消に向けた保育環境の整備の促進な
ど行政の継続や重要性に配慮された予算編成である。
この予算に基づく事業が確実に実施されることは第５
次総合計画の達成に向けた市民ニーズや昨今の状況を
十分配慮されたものと判断する。

與國　洋議員

【
議
席
の
変
更
】

岩
渕
穣
議
員
が
、会
派「
衆
政
会
」

を
脱
会
し
た
た
め
、議
席
番
号
が
次

の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

岩
渕
　
穣
　
議
員
　
４
番

西
川
文
代
　
議
員
　
９
番
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議案等一覧表・議決結果討論・市議会の評価

３月定例会で議決された議案等一覧表

▽筑紫公平委員会委員の選任 [同　　意]
▽人権擁護委員の候補者の推薦 [同　　意]

人事案件 ２件

▽訴えの提起 [原案可決]
▽西スポーツセンターの区域外設置に関する協議事項
　の一部を変更する協議 [原案可決]
▽市道路線の廃止 [承　　認]
▽市道路線の認定 [承　　認]

その他の案件 ４件

▽税条例等の一部を改正する条例の一部を改正する
　条例の制定 [承　　認]
▽公用車による交通事故に伴う損害賠償の額の決定
 [承　　認]

報告案件（専決処分） ２件

▽予算審査特別委員会の設置 [原案可決]
▽市議会委員会条例の一部改正 [原案可決]

議員提出議案 ２件

▽軽度外傷性脳損傷・脳しんとうの周知と予防、その危
　険性や予後の相談の出来る窓口などの設置を求める
　陳情 [市民厚生委員会に送付]

陳情 １件

▽市民スポーツセンター整備基金条例を廃止する条例　　　 　　
 [原案可決]
▽農業委員会の委員の定数条例 [原案可決]
▽農業委員会の委員候補者選考会条例 [原案可決]
▽消費生活センターの組織及び運営等に関する条例
 [原案可決]

条例の制定 ４件

▽暴力団排除条例 [原案可決]
▽職員定数条例 [原案可決]
▽職員の勤務時間、休暇等に関する条例 [原案可決]
▽議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等
　に関する条例 [原案可決]
▽職員の給与に関する条例等 [原案可決]
▽特別職の職員で常勤のものの給与等に関する条例
 [原案可決]
▽市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当の支
　給に関する条例 [原案可決]
▽財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条例
 [原案可決]
▽公の施設の設置及び管理に関する条例 [原案可決]
▽いきいきプラザ設置条例 [原案可決]
▽固定資産評価審査委員会条例 [原案可決]
▽スポーツ推進審議会条例 [原案可決]
▽スポーツセンター条例等 [原案可決]
▽ふれあい文化センター設置条例 [原案可決]
▽文化芸術審議会条例 [原案可決]
▽家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を
　定める条例 [原案可決]
▽こども医療費の支給に関する条例 [原案可決]
▽証人等の実費弁償に関する条例 [原案可決]
▽特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償
　に関する条例 [原案可決]

条例の一部改正 19件

▽一般会計(第４号)  [原案可決]
▽一般会計(第５号) [原案可決]
▽国民健康保険事業特別会計(第４号) [原案可決]
▽後期高齢者医療事業特別会計（第３号） [原案可決]
▽介護保険事業特別会計（第３号） [原案可決]
▽下水道事業会計（第３号） [原案可決]

平成27年度　補正予算 ６件

▽一般会計 [原案可決]
▽国民健康保険事業特別会計 [原案可決]
▽後期高齢者医療事業特別会計 [原案可決]
▽介護保険事業特別会計 [原案可決]
▽下水道事業会計 [原案可決]

平成28年度　当初予算 ５件

▽児童虐待防止対策の抜本強化を求める意見書      　     
 [原案可決]

意見書 １件

市
議
会
の
評
価

議
会
運
営
委
員
会

　
市
議
会
で
は
、
春
日
市
議
会
基
本
条
例

に
基
づ
き
、
定
例
会
ご
と
に
議
案
の
審
査

結
果
、採
決
の
結
果
、一
般
質
問
の
実
施
状

況
等
に
つ
い
て
、
議
会
活
動
の
評
価
を
行

い
ま
す
。

　
今
議
会
で
は
、市
長
提
案
の
人
事
案
件

２
件
、条
例
案
件
23
件
、予
算
案
件
11
件
、

そ
の
他
の
案
件
４
件
、報
告
案
件
２
件
及

び
意
見
書
１
件
、陳
情
１
件
を
慎
重
に
審

査
致
し
ま
し
た
。

１
　
議
案
の
審
査
結
果

①
平
成
28
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会

で
は
、審
査
の
過
程
で
多
く
の
質
疑
や

意
見
、提
案
が
な
さ
れ
活
発
で
意
義
あ

る
審
査
と
な
っ
た
。

②
各
委
員
会
に
お
い
て
も
多
く
の
質
疑
が

出
さ
れ
、慎
重
な
審
査
が
行
わ
れ
た
。

２
　
採
決
の
結
果

　
平
成
28
年
度
当
初
予
算
採
決
に
お
い

て
は
反
対
討
論
・
賛
成
討
論
が
複
数
出
さ

れ
、審
議
の
要
点
も
分
か
り
易
く
、意
思

を
明
確
に
し
た
採
決
結
果
と
な
っ
た
。

３
　
一
般
質
問
の
実
施
状
況

　
今
議
会
で
の
質
問
通
告
者
は
12
名
で
、

16
項
目
の
幅
広
い
政
策
、施
策
に
つ
い
て

執
行
部
と
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た

が
、課
題
も
残
さ
れ
た
議
会
で
あ
っ
た
。

①
水
問
題
の
質
問
に
対
し
答
弁
が
得
ら

れ
ず
、こ
の
質
問
内
容
が
一
般
事
務
に

該
当
す
る
の
か
、そ
れ
と
も
一
部
事
務

組
合
の
事
案
な
の
か
、そ
の
問
題
点
を

今
後
、検
証
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

②
今
定
例
会
は
時
間
制
が
多
く
、再
質
問

以
降
の
答
弁
の
た
め
の
移
動
頻
度
な
ど

を
勘
案
す
る
と
、再
質
問
以
降
に
つ
い

て
は
自
席
で
の
答
弁
が
望
ま
し
い
。

③
現
状
を
聞
く
だ
け
の
質
問
が
多
く
感

じ
ら
れ
た
。

※
一
般
質
問
の
議
会
傍
聴
者
は
２
日
間
で

31
人
で
し
た
。詳
細
は
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

議決結果（賛否が分かれた案件）

平成28年第１回（３月）定例会

件　　　　　　　　　　  名

※金堂清之議員(翔春会)は議長職のため、表決権はありません。　※岩渕穣議員は、３月23日に衆政会を脱会しています。　※◎は会派代表者 （○賛成　●反対）

※その他の案件については全員賛成で可決されました。　

春風会 会派大樹 会派に所属
しない議員

議決結果

公明党 創政会衆政会 翔春会

白
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和
博

松
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吉
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子
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武
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哲
治

特別職の職員で常勤のものの給与等に関
する条例の一部を改正する条例の制定

平成27年度一般会計補正予算（第4号）

農業委員会の委員候補者選考会条例の制定

市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当の
支給に関する条例の一部を改正する条例の制定 原案可決

原案可決
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◎ ◎ ◎ ◎ ◎◎
中
原 

智
昭

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁
償に関する条例の一部を改正する条例の制定

平成28年度一般会計予算

討　論 本会議最終日、採決の前に各議案に対して討論が行われました。

○平成28年度一般会計予算について

原案可決に反対 原案可決に賛成
国が投入した保険者支援金により全国に広がって
いる国保保険料の引き下げは本市では行われず、また
就学援助の認定基準の引き下げなど、少子化問題、子
どもの貧困対策には逆行ともいえる予算編成がある
のは残念である。本年度は大型公共事業を終えたこ
とで市の財政は安定しており、市民生活の充実を図る
べき絶好のチャンスである。2025年の超高齢化社会
を見据え、今、どの子も安心して勉強できる教育のた
めの予算、子どもたちを育てる家庭への支援のための
予算を増やすなど、大切な先行投資をすべきである。

吉居 恭子議員
総合スポーツセンター施設整備事業の完成などに伴
い、市債の発行額は前年度比で約27億円の減と大幅に
抑制されている。また、不妊治療助成事業や子育て世代
包括支援センター事業における新たな専任の保健師の
配置など、子どもから高齢者までの社会保障関係経費は
しっかりと確保されている。
市民生活の安定と質の向上に配慮されていると理解
し、現在のみならず、将来にわたって住みよい春日市を維
持していくという明確な意思が示された予算編成となっ
ていると判断する。

岩切 幹嘉議員

原案可決に賛成
歳入は、昨今の経済情勢を的確に見込んだ市税の増
や国の計画を反映した地方交付税、臨時財政対策債の
減など適正に見積もられている。
歳出は、県道那珂川宇美線整備事業、市営住宅の建て
替えや待機児童解消に向けた保育環境の整備の促進な
ど行政の継続や重要性に配慮された予算編成である。
この予算に基づく事業が確実に実施されることは第５
次総合計画の達成に向けた市民ニーズや昨今の状況を
十分配慮されたものと判断する。

與國　洋議員

【
議
席
の
変
更
】

岩
渕
穣
議
員
が
、会
派「
衆
政
会
」

を
脱
会
し
た
た
め
、議
席
番
号
が
次

の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

岩
渕
　
穣
　
議
員
　
４
番

西
川
文
代
　
議
員
　
９
番



一 般 質 問
　３月定例会の一般質問は、15日及び16日に行われました。この２日間で、12人の議員が登壇し、
市政全般について、16項目にわたり、質問を行いました。

質問項目一覧（通告順）

※全文は市議会ホームページの会議録に
　掲載しています。
※原稿は、質問者本人の執筆によるものです。

◆米丸貴浩　議員
①春日市における「福祉のまち
づくり」について

◆西川文代　議員
①平成28年度施政方針について

◆前田俊雄　議員
①今後の広報広聴について

◆中原智昭　議員
①低学力児童支援の「まなびや
春日」の検証と今後の展開に
ついて

◆川﨑英彦　議員
①春日市のまちづくりにつなが
る教育について ◆岩切幹嘉　議員

①文化振興について

◆髙橋裕子　議員
①地方創生の取り組みについて
②がん予防の取り組みについて

◆吉居恭子　議員
①放課後児童クラブの充実に
ついて

◆近藤幸恵　議員
①水問題について
②動物と人が共生するまちづく
りについて

◆北田　織　議員
①ふるさと納税の取り組みにつ
いて

◆與國　洋　議員
①国旗、市旗の取り扱いについて
②保育士の処遇改善施策について

◆内野明浩　議員
①学校現場での主権者教育へ
の取り組みについて
②学校現場での自転車事故防
止に向けた取り組みと自転
車保険加入について

「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」に
沿
っ
た

施
設
整
備
の
考
え
は

よ
ね  

ま
る
　  

　 

た
か  

ひ
ろ

米
丸
　
貴
浩
　
議
員

オ
ス
ト
メ
イ
ト
マ
ー
ク
の
表
示
の
充
実
は
。

ト
イ
レ
入
り
口
付
近
や
市
庁
舎
入
り
口
に

オ
ス
ト
メ
イ
ト
マ
ー
ク
を
表
示
す
る
。

現
在
の
ト
イ
レ
表
示
は
ピ
ン
ク
と
水
色
の

組
み
合
わ
せ
だ
が
、
色
覚
障
が
い
者
へ
の

配
慮
の
観
点
か
ら
ど
う
考
え
る
の
か
。

表
示
は
本
市
の
カ
ラ
ー
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に

配
慮
し
た
デ
ザ
イ
ン
を
採
用
す
る
。

今
後
、
担
当
課
名
や
業
務
内
容
の
表
記
は

平
仮
名
の
併
記
が
必
要
と
考
え
る
が
。

平
仮
名
併
記
は
、
福
祉
所
管
と
効
果
の
あ

る
方
法
な
ど
を
協
議
し
検
討
す
る
。

赤
ち
ゃ
ん
の
駅
は
、市
民
の
利
便
性
か
ら

１
階
に
設
備
を
準
備
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

お
む
つ
替
え
な
ど
の
設
備
は
、
１
階
多
目

的
ト
イ
レ
な
ど
に
設
置
し
て
い
る
が
、
来

庁
者
に
利
用
し
や
す
く
な
る
よ
う
努
め
る
。

現
在
、
車
椅
子
利
用
者
へ
の
誘
導
表
示
の

整
合
性
が
全
く
取
れ
て
い
な
い
案
内
が
存

在
す
る
。
庁
舎
内
に
は
車
椅
子
利
用
者
に

開
閉
が
困
難
な
開
き
戸
が
存
在
し
て
い
る

が
、
こ
の
現
状
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

誘
導
案
内
の
一
部
に
あ
る
不
十
分
な
点
は
、

正
し
く
誘
導
で
き
る
よ
う
改
め
る
。
今
す

ぐ
開
き
戸
の
変
更
は
困
難
だ
が
、
福
祉
所

管
と
協
議
し
改
善
に
向
け
て
検
討
す
る
。

福
祉
ぱ
れ
っ
と
館
の
駐
車
場
か
ら
最
も
近

い
入
り
口
開
き
戸
は
、
開
閉
操
作
が
非
常

に
重
く
困
難
。
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例

基
準
に
照
ら
し
早
期
の
改
修
が
必
要
で
は
。

今
後
と
も
利
用
者
や
関
係
団
体
と
の
協
議

を
続
け
つ
つ
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
施
設

の
適
合
証
に
恥
じ
な
い
よ
う
に
努
め
た
い
。

県
条
例
が
求
め
る
利
用
対
象
者
は
高
齢
者
、

障
が
い
者
な
ど
で
あ
る
。
多
く
の
障
が
い

者
な
ど
が
利
用
さ
れ
る
図
書
館
の
障
が
い

者
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
十
分
で
あ
る
の
か
。

平
成
28
年
度
中
に
障
が
い
者
用
の
駐
車
場

を
さ
ら
に
３
台
確
保
す
る
予
定
で
あ
る
。

問問問問問 答答答答 答

問問 答答

ま
な
び
や
春
日
の
検
証
と

今
後
の
展
開
は

な
か  

は
ら
　  

　 

と
も  

あ
き

中
原
　
智
昭
　
議
員

「
ま
な
び
や
春
日
」と
は
、小
学
生
の
学
力

の
二
極
化
を
解
消
す
る
た
め
、低
学
力
の

児
童
を
対
象
と
し
て
昨
年
10
月
よ
り
文
科

省
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
月
２
回
の
土
曜

日
に
開
催
さ
れ
た
事
業
で
あ
る
。

ま
な
び
や
春
日
に
お
け
る
、民
間
業
者
の

役
割
と
留
意
し
た
と
こ
ろ
は
。

民
間
業
者
の
役
割
は
、児
童
の
実
態
に
合

わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
計
画
策
定
と
直
接
指

導
と
し
、特
に
指
導
上
留
意
し
た
こ
と
は

「
学
習
意
欲
を
高
め
る
」こ
と
を
重
視
し
学

習
を
積
み
上
げ
る
こ
と
で
自
己
肯
定
感
や
、

や
る
気
と
集
中
力
が
持
続
で
き
る
よ
う
に

配
慮
し
た
。

平
成
28
年
度
の
展
開
と
課
題
は
。

来
年
度
も
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
実
施
す
る

が
、
中
学
校
２
校
で
開
催
し
た
い
。
課
題

は
、
継
続
的
に
対
応
で
き
る
指
導
者
の
人

員
確
保
の
た
め
、
地
域
に
お
け
る
多
様
な

人
材
の
掘
り
起
こ
し
を
行
い
た
い
。

本
事
業
に
お
い
て
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
導
入
予

定
は
。

児
童
が
プ
リ
ン
ト
に
向
き
合
い
考
え
答
え

を
出
す
行
為
、
そ
し
て
や
り
遂
げ
た
子
ど

も
た
ち
の
表
情
を
見
た
時
、
こ
の
指
導
支

援
の
営
み
は
人
間
教
育
的
雰
囲
気
を
醸
し

出
す
も
の
と
感
じ
た
。
従
っ
て
現
時
点
で

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
導
入
は
考
え
て
い
な
い
。

「
ま
な
び
や
春
日
」を
地
域
に
広
げ
、市
民

協
働
の
一
助
と
し
て
は
。

事
業
の
対
象
校
を
広
げ
て
い
く
上
で
支

援
・
指
導
者
の
確
保
が
最
も
重
要
だ
と
考

え
る
。
そ
の
意
味
で
も
、
同
事
業
を
き
っ

か
け
に
多
く
の
人
材
が
支
え
あ
う
「
市
民

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
体
制
を
構
築
し
て

い
き
た
い
。

問問問 答答答

問答

教
育
行
政
に
お
け
る
小
中
連
携
と

主
権
者
教
育

か
わ  

さ
き
　  

　
　

ひ
で  

ひ
こ

川
﨑
　
英
彦
　
議
員

日
本
の
子
ど
も
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
環
境

の
変
化
か
ら
、
学
力
の
低
下
、
心
の
衰
弱
、

あ
る
い
は
体
力
の
衰
え
が
心
配
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
な
か
、
昨
年
策
定
さ
れ
た
春
日

市
教
育
大
綱
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
、

日
本
の
将
来
の
担
い
手
の
育
成
を
目
指
す

画
期
的
な
も
の
と
期
待
し
評
価
し
て
い
る
。

小
中
連
携
の
活
動
の
事
例
と
そ
の
効
果
は
。

不
登
校
や
生
徒
指
導
な
ど
の
情
報
交
換
と

共
有
化
、
学
力
向
上
や
心
の
教
育
な
ど
共

通
し
た
取
り
組
み
を
実
施
。
成
果
と
し
て

は
家
庭
と
の
連
携
に
よ
る
家
庭
学
習
の
習

慣
化
で
学
力
向
上
や
、
生
徒
指
導
上
の
課

題
で
あ
る
補
導
件
数
が
少
な
く
な
っ
た
。

中
学
生
の
育
ち
を
考
え
た
と
き
に
小
中
連

携
と
同
じ
よ
う
に
中
高
連
携
も
重
要
と
考

え
る
が
、
市
内
唯
一
の
高
校
で
あ
る
県
立

春
日
高
校
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
。

高
校
生
に
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
や
「
15
年
共
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築

事
業
」
の
中
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
ご

協
力
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
る
。

７
月
の
参
議
院
選
挙
か
ら
選
挙
権
を
18
歳

に
引
き
下
げ
る
の
を
契
機
に
さ
ま
ざ
ま
な

と
こ
ろ
で
議
論
さ
れ
、
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
る
。
ま
ち
づ
く
り
、
国
づ
く
り
に

つ
な
が
る
主
権
者
教
育
の
取
り
組
み
は
。

小
学
６
年
の
社
会
科
「
私
た
ち
の
く
ら
し

と
政
治
」
で
、
中
学
３
年
の
社
会
科
「
政

治
参
加
と
選
挙
」
の
中
で
学
習
す
る
。

主
権
者
に
つ
い
て
学
び
、
知
識
を
身
に
付

け
、
態
度
や
行
動
に
つ
な
げ
る
教
育
と
し

て
、
児
童
生
徒
を
対
象
と
し
た
「
子
ど
も

議
会
」
は
多
く
の
自
治
体
で
実
施
さ
れ
て

い
る
。
春
日
市
で
開
催
さ
れ
て
は
。

教
育
の
方
法
は
、
教
育
委
員
会
が
一
律
に

決
め
る
こ
と
で
は
な
く
、
学
校
、
指
導
者

が
専
門
性
を
発
揮
し
て
効
果
を
上
げ
る
指

導
方
法
を
創
造
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
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一 般 質 問
　３月定例会の一般質問は、15日及び16日に行われました。この２日間で、12人の議員が登壇し、
市政全般について、16項目にわたり、質問を行いました。

質問項目一覧（通告順）

※全文は市議会ホームページの会議録に
　掲載しています。
※原稿は、質問者本人の執筆によるものです。

◆米丸貴浩　議員
①春日市における「福祉のまち
づくり」について

◆西川文代　議員
①平成28年度施政方針について

◆前田俊雄　議員
①今後の広報広聴について

◆中原智昭　議員
①低学力児童支援の「まなびや
春日」の検証と今後の展開に
ついて

◆川﨑英彦　議員
①春日市のまちづくりにつなが
る教育について ◆岩切幹嘉　議員

①文化振興について

◆髙橋裕子　議員
①地方創生の取り組みについて
②がん予防の取り組みについて

◆吉居恭子　議員
①放課後児童クラブの充実に
ついて

◆近藤幸恵　議員
①水問題について
②動物と人が共生するまちづく
りについて

◆北田　織　議員
①ふるさと納税の取り組みにつ
いて

◆與國　洋　議員
①国旗、市旗の取り扱いについて
②保育士の処遇改善施策について

◆内野明浩　議員
①学校現場での主権者教育へ
の取り組みについて
②学校現場での自転車事故防
止に向けた取り組みと自転
車保険加入について

「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」に
沿
っ
た

施
設
整
備
の
考
え
は

よ
ね  

ま
る
　  

　 

た
か  

ひ
ろ

米
丸
　
貴
浩
　
議
員

オ
ス
ト
メ
イ
ト
マ
ー
ク
の
表
示
の
充
実
は
。

ト
イ
レ
入
り
口
付
近
や
市
庁
舎
入
り
口
に

オ
ス
ト
メ
イ
ト
マ
ー
ク
を
表
示
す
る
。

現
在
の
ト
イ
レ
表
示
は
ピ
ン
ク
と
水
色
の

組
み
合
わ
せ
だ
が
、
色
覚
障
が
い
者
へ
の

配
慮
の
観
点
か
ら
ど
う
考
え
る
の
か
。

表
示
は
本
市
の
カ
ラ
ー
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に

配
慮
し
た
デ
ザ
イ
ン
を
採
用
す
る
。

今
後
、
担
当
課
名
や
業
務
内
容
の
表
記
は

平
仮
名
の
併
記
が
必
要
と
考
え
る
が
。

平
仮
名
併
記
は
、
福
祉
所
管
と
効
果
の
あ

る
方
法
な
ど
を
協
議
し
検
討
す
る
。

赤
ち
ゃ
ん
の
駅
は
、市
民
の
利
便
性
か
ら

１
階
に
設
備
を
準
備
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

お
む
つ
替
え
な
ど
の
設
備
は
、
１
階
多
目

的
ト
イ
レ
な
ど
に
設
置
し
て
い
る
が
、
来

庁
者
に
利
用
し
や
す
く
な
る
よ
う
努
め
る
。

現
在
、
車
椅
子
利
用
者
へ
の
誘
導
表
示
の

整
合
性
が
全
く
取
れ
て
い
な
い
案
内
が
存

在
す
る
。
庁
舎
内
に
は
車
椅
子
利
用
者
に

開
閉
が
困
難
な
開
き
戸
が
存
在
し
て
い
る

が
、
こ
の
現
状
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

誘
導
案
内
の
一
部
に
あ
る
不
十
分
な
点
は
、

正
し
く
誘
導
で
き
る
よ
う
改
め
る
。
今
す

ぐ
開
き
戸
の
変
更
は
困
難
だ
が
、
福
祉
所

管
と
協
議
し
改
善
に
向
け
て
検
討
す
る
。

福
祉
ぱ
れ
っ
と
館
の
駐
車
場
か
ら
最
も
近

い
入
り
口
開
き
戸
は
、
開
閉
操
作
が
非
常

に
重
く
困
難
。
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例

基
準
に
照
ら
し
早
期
の
改
修
が
必
要
で
は
。

今
後
と
も
利
用
者
や
関
係
団
体
と
の
協
議

を
続
け
つ
つ
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
施
設

の
適
合
証
に
恥
じ
な
い
よ
う
に
努
め
た
い
。

県
条
例
が
求
め
る
利
用
対
象
者
は
高
齢
者
、

障
が
い
者
な
ど
で
あ
る
。
多
く
の
障
が
い

者
な
ど
が
利
用
さ
れ
る
図
書
館
の
障
が
い

者
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
十
分
で
あ
る
の
か
。

平
成
28
年
度
中
に
障
が
い
者
用
の
駐
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場

を
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ら
に
３
台
確
保
す
る
予
定
で
あ
る
。
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で
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連
携
に
つ
い
て
は
。

高
校
生
に
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
や
「
15
年
共
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築

事
業
」
の
中
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
ご

協
力
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
る
。

７
月
の
参
議
院
選
挙
か
ら
選
挙
権
を
18
歳

に
引
き
下
げ
る
の
を
契
機
に
さ
ま
ざ
ま
な

と
こ
ろ
で
議
論
さ
れ
、
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
る
。
ま
ち
づ
く
り
、
国
づ
く
り
に

つ
な
が
る
主
権
者
教
育
の
取
り
組
み
は
。

小
学
６
年
の
社
会
科
「
私
た
ち
の
く
ら
し

と
政
治
」
で
、
中
学
３
年
の
社
会
科
「
政

治
参
加
と
選
挙
」
の
中
で
学
習
す
る
。

主
権
者
に
つ
い
て
学
び
、
知
識
を
身
に
付

け
、
態
度
や
行
動
に
つ
な
げ
る
教
育
と
し

て
、
児
童
生
徒
を
対
象
と
し
た
「
子
ど
も

議
会
」
は
多
く
の
自
治
体
で
実
施
さ
れ
て

い
る
。
春
日
市
で
開
催
さ
れ
て
は
。

教
育
の
方
法
は
、
教
育
委
員
会
が
一
律
に

決
め
る
こ
と
で
は
な
く
、
学
校
、
指
導
者

が
専
門
性
を
発
揮
し
て
効
果
を
上
げ
る
指

導
方
法
を
創
造
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問問問 答答

問 答答

福岡県福祉のまちづくり条例　適合証
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今
後
の
広
報（
広
報
・
広
聴
）に
期
待

ま
え   

だ
　  

　   

と
し   

お

前
田
　
俊
雄
　
議
員

日
本
に
お
け
る
「
広
報
」
は
、
ア
メ
リ
カ

で
生
ま
れ
た
Ｐ
Ｒ
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
リ

レ
ー
シ
ョ
ン
）
の
概
念
が
、
戦
後
Ｇ
Ｈ
Ｑ

に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
、

本
来
の
意
味
は
、
企
業
や
団
体
が
、
社
会

や
市
民
と
の
良
好
な
関
係
を
作
っ
て
い
く

活
動
と
さ
れ
、
狭
義
で
の
広
報
・
広
聴
を

ま
と
め
た
活
動
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
こ
と
を
踏
ま
え
、
平
成
24
年
６
月
定
例

会
に
お
い
て
、
広
報
戦
略
の
構
築
を
目
指

し
て
の
研
究
を
訴
え
た
。
平
成
28
年
度
組

織
再
編
に
伴
い
、
新
た
に
経
営
企
画
部
、

秘
書
広
報
課
及
び
広
報
広
聴
担
当
が
設
け

ら
れ
、
同
担
当
の
所
掌
事
務
と
し
て
広
報

戦
略
及
び
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
か
す
が
く
ん
・
あ
す
か
ち
ゃ
ん
」
が
挙

げ
ら
れ
て
お
り
、
本
市
に
お
け
る
今
後
の

広
報
広
聴
に
大
き
な
期
待
を
抱
い
て
い
る
。

新
た
に
広
報
広
聴
担
当
が
設
け
ら
れ
、
同

担
当
の
所
掌
事
務
に
広
報
戦
略
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
３
年
９
カ
月
の
研

究
の
成
果
か
。

広
報
戦
略
を
研
究
し
て
い
く
中
で
、
多
様

な
情
報
媒
体
を
積
極
的
に
活
用
し
て
、
組

織
的
か
つ
体
系
的
な
広
報
を
行
う
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
の
課
題
を
認
識
し
た
。

「
春
日
市
広
報
戦
略
」
は
構
築
さ
れ
た
の

か
。

構
築
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

過
去
２
回
、「
か
す
が
く
ん
・
あ
す
か
ち
ゃ

ん
」を
全
庁
的
に
活
用
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

所
管
は
、教
育
委
員
会
で
は
な
く
市
長
部

局
に
置
く
べ
き
と
訴
え
た
。新
年
度
か
ら

広
報
広
聴
担
当
の
所
掌
事
務
と
な
る
こ
と

に
つ
い
て
、や
っ
と
合
意
形
成
が
で
き
た

と
認
識
し
て
い
る
が
、そ
の
認
識
で
良
い

か
。

広
報
を
強
化
し
て
い
く
た
め
に
広
報
広
聴

担
当
に
移
管
す
る
こ
と
と
し
た
。

問

問問 答答

答 国
旗
の
取
り
扱
い
に
対
す
る
考
え
は

よ
　 

く
に
　      

よ
う

與
國
　
洋
　
議
員

市
の
公
共
施
設
に
は
掲
揚
ポ
ー
ル
は
あ
る

が
、
国
旗
な
ど
の
掲
揚
は
不
揃
い
で
あ
る
。

国
旗
の
掲
揚
の
原
則
は
。

各
施
設
の
管
理
者
が
慣
例
及
び
施
設
状
況

や
管
理
体
制
に
応
じ
た
運
用
に
よ
り
掲
揚

を
行
っ
て
い
る
。

国
旗
掲
揚
の
実
態
は
。

公
共
施
設
の
掲
揚
は
施
設
に
よ
り
異
な
る
。

市
内
全
て
の
学
校
で
休
業
日
を
除
く
毎
日
、

掲
揚
ポ
ー
ル
に
国
旗
を
掲
揚
し
て
い
る
。

少
な
く
と
も
掲
揚
施
設
が
あ
り
、
市
が
直

接
管
理
し
て
い
る
施
設
に
お
い
て
は
掲
揚

を
指
導
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

各
管
理
者
が
個
別
に
判
断
す
る
こ
と
と
し
、

全
庁
的
な
指
導
ま
で
は
考
え
て
い
な
い
。

祝
日
に
は
国
旗
の
掲
揚
を
呼
び
掛
け
る
べ

き
で
は
な
い
の
か
。

市
報
な
ど
で
市
民
に
呼
び
掛
け
る
こ
と
は

差
し
控
え
た
い
。

待
機
児
童
数
及
び
待
機
児
童
解
消
の
た
め

確
保
す
べ
き
保
育
士
は
。

28
年
４
月
に
お
け
る
未
入
所
児
童
数
は
１

０
９
人
、
増
改
築
に
伴
う
定
員
増
に
よ
り

29
年
度
以
降
待
機
児
童
は
解
消
す
る
見
込

み
。
29
年
度
は
常
勤
保
育
士
16
人
が
新
た

に
必
要
と
な
る
。

国
の
処
遇
改
善
施
策
に
よ
る
効
果
は
。

常
勤
保
育
士
で
は
月
額
に
換
算
し
て
７
千

〜
１
万
３
千
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
る
。

国
の
処
遇
改
善
策
の
他
、
市
独
自
の
改
善

策
も
必
要
で
は
。

国
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
は
完

成
途
上
の
制
度
で
あ
り
、
こ
の
動
向
を
見

守
る
必
要
が
あ
る
。
保
育
士
修
学
資
金
援

助
や
助
成
な
ど
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
本
市
で
も
こ
れ
が
活
用
で
き
な

い
か
研
究
・
検
討
し
た
い
。

問答問答問問 答答問答

問問 答答

平
成
28
年
度
施
政
方
針
に
つ
い
て

数
点
確
認
す
る

に
し 

か
わ
　  

　 

ふ
み   

よ

西
川
　
文
代
　
議
員

春
日
市
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
「
２
０
６
０
年

人
口
10
万
人
を
維
持
す
る
」
の
根
拠
、
人

口
構
造
の
変
化
に
対
応
し
た
持
続
可
能
な

社
会
構
築
に
向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み

は
ど
の
よ
う
に
計
画
さ
れ
て
い
る
の
か
。

将
来
人
口
推
計
に
お
い
て
２
０
６
０
年
の

総
人
口
は
８
万
２
４
７
０
人
と
見
込
ん
で

い
る
が
、
良
好
な
社
会
・
経
済
・
行
政
運

営
の
た
め
一
定
の
人
口
規
模
維
持
は
不
可

欠
と
の
認
識
で
総
合
戦
略
の
基
本
的
目
標

に
掲
げ
た
。
持
続
可
能
な
社
会
構
築
の
施

策
は
、
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
、

介
護
予
防
・
健
康
づ
く
り
活
動
の
推
進
、

行
財
政
改
革
の
一
層
の
推
進
で
あ
る
。

防
災
・
衛
生
・
景
観
な
ど
、
地
域
住
民
の

生
活
環
境
や
ま
ち
の
魅
力
、
人
口
推
移
に

も
大
き
く
影
響
す
る
空
き
家
対
策
に
つ
い

て
、
春
日
市
の
住
宅
事
情
を
踏
ま
え
た
計

画
策
定
が
必
要
と
考
え
る
が
見
解
は
。

平
成
28
年
度
策
定
す
る
「
空
家
等
対
策
計

画
」
で
空
き
家
と
捉
え
る
範
囲
は
、
建
物

全
体
と
し
て
居
住
そ
の
他
の
使
用
が
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
が
常
態
で
あ
る
も
の
で
、

一
部
屋
で
も
使
用
が
あ
れ
ば
対
象
に
な
ら

な
い
。
し
か
し
、
空
き
家
対
策
は
ま
ち
の

魅
力
や
価
値
を
下
げ
る
要
因
を
解
決
し
、

議
員
が
危
惧
さ
れ
る
将
来
の
人
口
減
少
に

歯
止
め
を
掛
け
、
一
定
の
人
口
規
模
の
維

持
も
目
的
で
あ
る
た
め
、
春
日
市
の
実
情

に
沿
っ
た
計
画
の
必
要
性
に
同
感
で
あ
る
。

春
日
中
ブ
ロ
ッ
ク
で
取
り
組
ん
だ
「
15
年

共
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
事
業
」
継
続
を

要
望
す
る
が
見
解
は
。

28
年
度
も
継
続
の
方
向
で
申
請
す
る
。

子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
を
文
教
都
市
春

日
市
の
魅
力
と
し
て
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
を
提

案
す
る
が
見
解
は
。

「
本
を
読
む
の
が
と
て
も
好
き
」
と
い
う

子
ど
も
を
育
て
る
風
土
を
醸
成
し
て
い
く
。

問問答 答

問答問答

猫
と
人
と
の
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

こ
ん  

ど
う         

さ
ち  

え

近
藤
　
幸
恵
　
議
員

飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
対
す
る
不
妊
去
勢

手
術
費
用
補
助
事
業
を
５
年
間
行
っ
て
い

る
が
、
事
業
経
費
と
効
果
は
。

補
助
金
は
４
８
１
万
円
、
手
術
猫
は
３
３

８
匹
。
猫
の
殺
処
分
数
が
減
少
し
て
い
る
。

住
民
は
日
常
的
に
猫
被
害
に
遭
っ
て
お
り
、

と
て
も
猫
の
減
少
の
実
感
は
無
く
、
効
果

は
見
ら
れ
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
い
つ
ま

で
待
て
ば
実
感
で
き
る
の
か
。

い
つ
ま
で
と
は
明
言
で
き
な
い
が
当
分
の

間
、
制
度
運
用
を
引
き
続
き
見
守
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

地
域
住
民
の
認
知
を
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

餌
の
食
べ
残
し
は
片
付
け
ら
れ
る
こ
と
。

糞
尿
の
後
始
末
を
さ
れ
る
こ
と
。
不
妊
去

勢
を
さ
れ
る
こ
と
の
４
つ
が
行
わ
れ
て
い

る
「
地
域
猫
」
を
推
奨
し
て
い
る
が
、
白

水
大
池
公
園
に
地
域
猫
は
何
匹
い
る
の
か
。

定
義
に
照
ら
す
と
地
域
猫
は
い
な
い
。

27
年
度
の
施
政
方
針
は
人
と
動
物
が
共
生

す
る
た
め
の
方
策
を
さ
ら
に
研
究
し
て
い

く
と
あ
る
が
方
策
は
見
出
さ
れ
た
の
か
。

今
後
の
検
討
課
題
で
あ
り
、
引
き
続
き
地

道
な
活
動
、
周
知
を
行
っ
て
い
く
。

地
域
猫
を
推
奨
し
て
い
る
本
市
の
取
り
組

み
は
中
途
半
端
と
考
え
る
。
事
業
の
方
策

と
し
て
環
境
省
紹
介
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

活
用
及
び
猫
の
飼
い
方
講
座
や
地
域
猫
講

座
を
行
う
な
ど
の
真
の
地
域
猫
づ
く
り
事

業
の
展
開
は
急
務
と
考
え
提
案
す
る
が
。

引
き
続
き
研
究
の
材
料
と
す
る
。

県
の
補
助
金
制
度
が
活
用
で
き
る
が
。

地
域
猫
活
動
を
行
う
地
域
に
は
積
極
的
に

県
補
助
交
付
の
支
援
を
し
て
い
く
。

市
長
出
前
ト
ー
ク
で
二
度
と
猫
問
題
が
出

な
い
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
。

正
直
、
す
ぐ
に
は
無
理
で
あ
る
。
ま
た
、

全
市
民
挙
げ
て
取
り
組
む
問
題
と
考
え
る
。

そ
の
他
の
質
問

「
水
問
題
に
つ
い
て
」

問問問問問 答答答答

問問 答答答

保
育
士
の
処
遇
改
善
へ
の
取
り
組
み
は

春日市役所

第5次春日市総合計画後期基本計画と
春日市まち・ひと・しごと創生総合戦略

春日市マスコットキャラクター

あすかちゃん かすがくん
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今
後
の
広
報（
広
報
・
広
聴
）に
期
待

ま
え   

だ
　  

　   

と
し   

お

前
田
　
俊
雄
　
議
員

日
本
に
お
け
る
「
広
報
」
は
、
ア
メ
リ
カ

で
生
ま
れ
た
Ｐ
Ｒ
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
リ

レ
ー
シ
ョ
ン
）
の
概
念
が
、
戦
後
Ｇ
Ｈ
Ｑ

に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
、

本
来
の
意
味
は
、
企
業
や
団
体
が
、
社
会

や
市
民
と
の
良
好
な
関
係
を
作
っ
て
い
く

活
動
と
さ
れ
、
狭
義
で
の
広
報
・
広
聴
を

ま
と
め
た
活
動
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
こ
と
を
踏
ま
え
、
平
成
24
年
６
月
定
例

会
に
お
い
て
、
広
報
戦
略
の
構
築
を
目
指

し
て
の
研
究
を
訴
え
た
。
平
成
28
年
度
組

織
再
編
に
伴
い
、
新
た
に
経
営
企
画
部
、

秘
書
広
報
課
及
び
広
報
広
聴
担
当
が
設
け

ら
れ
、
同
担
当
の
所
掌
事
務
と
し
て
広
報

戦
略
及
び
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
か
す
が
く
ん
・
あ
す
か
ち
ゃ
ん
」
が
挙

げ
ら
れ
て
お
り
、
本
市
に
お
け
る
今
後
の

広
報
広
聴
に
大
き
な
期
待
を
抱
い
て
い
る
。

新
た
に
広
報
広
聴
担
当
が
設
け
ら
れ
、
同

担
当
の
所
掌
事
務
に
広
報
戦
略
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
３
年
９
カ
月
の
研

究
の
成
果
か
。

広
報
戦
略
を
研
究
し
て
い
く
中
で
、
多
様

な
情
報
媒
体
を
積
極
的
に
活
用
し
て
、
組

織
的
か
つ
体
系
的
な
広
報
を
行
う
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
の
課
題
を
認
識
し
た
。

「
春
日
市
広
報
戦
略
」
は
構
築
さ
れ
た
の

か
。

構
築
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

過
去
２
回
、「
か
す
が
く
ん
・
あ
す
か
ち
ゃ

ん
」を
全
庁
的
に
活
用
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

所
管
は
、教
育
委
員
会
で
は
な
く
市
長
部

局
に
置
く
べ
き
と
訴
え
た
。新
年
度
か
ら

広
報
広
聴
担
当
の
所
掌
事
務
と
な
る
こ
と

に
つ
い
て
、や
っ
と
合
意
形
成
が
で
き
た

と
認
識
し
て
い
る
が
、そ
の
認
識
で
良
い

か
。

広
報
を
強
化
し
て
い
く
た
め
に
広
報
広
聴

担
当
に
移
管
す
る
こ
と
と
し
た
。

問

問問 答答

答 国
旗
の
取
り
扱
い
に
対
す
る
考
え
は

よ
　 

く
に
　      

よ
う

與
國
　
洋
　
議
員

市
の
公
共
施
設
に
は
掲
揚
ポ
ー
ル
は
あ
る

が
、
国
旗
な
ど
の
掲
揚
は
不
揃
い
で
あ
る
。

国
旗
の
掲
揚
の
原
則
は
。

各
施
設
の
管
理
者
が
慣
例
及
び
施
設
状
況

や
管
理
体
制
に
応
じ
た
運
用
に
よ
り
掲
揚

を
行
っ
て
い
る
。

国
旗
掲
揚
の
実
態
は
。

公
共
施
設
の
掲
揚
は
施
設
に
よ
り
異
な
る
。

市
内
全
て
の
学
校
で
休
業
日
を
除
く
毎
日
、

掲
揚
ポ
ー
ル
に
国
旗
を
掲
揚
し
て
い
る
。

少
な
く
と
も
掲
揚
施
設
が
あ
り
、
市
が
直

接
管
理
し
て
い
る
施
設
に
お
い
て
は
掲
揚

を
指
導
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

各
管
理
者
が
個
別
に
判
断
す
る
こ
と
と
し
、

全
庁
的
な
指
導
ま
で
は
考
え
て
い
な
い
。

祝
日
に
は
国
旗
の
掲
揚
を
呼
び
掛
け
る
べ

き
で
は
な
い
の
か
。

市
報
な
ど
で
市
民
に
呼
び
掛
け
る
こ
と
は

差
し
控
え
た
い
。

待
機
児
童
数
及
び
待
機
児
童
解
消
の
た
め

確
保
す
べ
き
保
育
士
は
。

28
年
４
月
に
お
け
る
未
入
所
児
童
数
は
１

０
９
人
、
増
改
築
に
伴
う
定
員
増
に
よ
り

29
年
度
以
降
待
機
児
童
は
解
消
す
る
見
込

み
。
29
年
度
は
常
勤
保
育
士
16
人
が
新
た

に
必
要
と
な
る
。

国
の
処
遇
改
善
施
策
に
よ
る
効
果
は
。

常
勤
保
育
士
で
は
月
額
に
換
算
し
て
７
千

〜
１
万
３
千
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
る
。

国
の
処
遇
改
善
策
の
他
、
市
独
自
の
改
善

策
も
必
要
で
は
。

国
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
は
完

成
途
上
の
制
度
で
あ
り
、
こ
の
動
向
を
見

守
る
必
要
が
あ
る
。
保
育
士
修
学
資
金
援

助
や
助
成
な
ど
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
本
市
で
も
こ
れ
が
活
用
で
き
な

い
か
研
究
・
検
討
し
た
い
。

問答問答問問 答答問答

問問 答答

平
成
28
年
度
施
政
方
針
に
つ
い
て

数
点
確
認
す
る

に
し 

か
わ
　  

　 

ふ
み   

よ

西
川
　
文
代
　
議
員

春
日
市
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
「
２
０
６
０
年

人
口
10
万
人
を
維
持
す
る
」
の
根
拠
、
人

口
構
造
の
変
化
に
対
応
し
た
持
続
可
能
な

社
会
構
築
に
向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み

は
ど
の
よ
う
に
計
画
さ
れ
て
い
る
の
か
。

将
来
人
口
推
計
に
お
い
て
２
０
６
０
年
の

総
人
口
は
８
万
２
４
７
０
人
と
見
込
ん
で

い
る
が
、
良
好
な
社
会
・
経
済
・
行
政
運

営
の
た
め
一
定
の
人
口
規
模
維
持
は
不
可

欠
と
の
認
識
で
総
合
戦
略
の
基
本
的
目
標

に
掲
げ
た
。
持
続
可
能
な
社
会
構
築
の
施

策
は
、
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
、

介
護
予
防
・
健
康
づ
く
り
活
動
の
推
進
、

行
財
政
改
革
の
一
層
の
推
進
で
あ
る
。

防
災
・
衛
生
・
景
観
な
ど
、
地
域
住
民
の

生
活
環
境
や
ま
ち
の
魅
力
、
人
口
推
移
に

も
大
き
く
影
響
す
る
空
き
家
対
策
に
つ
い

て
、
春
日
市
の
住
宅
事
情
を
踏
ま
え
た
計

画
策
定
が
必
要
と
考
え
る
が
見
解
は
。

平
成
28
年
度
策
定
す
る
「
空
家
等
対
策
計

画
」
で
空
き
家
と
捉
え
る
範
囲
は
、
建
物

全
体
と
し
て
居
住
そ
の
他
の
使
用
が
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
が
常
態
で
あ
る
も
の
で
、

一
部
屋
で
も
使
用
が
あ
れ
ば
対
象
に
な
ら

な
い
。
し
か
し
、
空
き
家
対
策
は
ま
ち
の

魅
力
や
価
値
を
下
げ
る
要
因
を
解
決
し
、

議
員
が
危
惧
さ
れ
る
将
来
の
人
口
減
少
に

歯
止
め
を
掛
け
、
一
定
の
人
口
規
模
の
維

持
も
目
的
で
あ
る
た
め
、
春
日
市
の
実
情

に
沿
っ
た
計
画
の
必
要
性
に
同
感
で
あ
る
。

春
日
中
ブ
ロ
ッ
ク
で
取
り
組
ん
だ
「
15
年

共
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
事
業
」
継
続
を

要
望
す
る
が
見
解
は
。

28
年
度
も
継
続
の
方
向
で
申
請
す
る
。

子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
を
文
教
都
市
春

日
市
の
魅
力
と
し
て
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
を
提

案
す
る
が
見
解
は
。

「
本
を
読
む
の
が
と
て
も
好
き
」
と
い
う

子
ど
も
を
育
て
る
風
土
を
醸
成
し
て
い
く
。

問問答 答

問答問答

猫
と
人
と
の
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

こ
ん  

ど
う         

さ
ち  

え

近
藤
　
幸
恵
　
議
員

飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
対
す
る
不
妊
去
勢

手
術
費
用
補
助
事
業
を
５
年
間
行
っ
て
い

る
が
、
事
業
経
費
と
効
果
は
。

補
助
金
は
４
８
１
万
円
、
手
術
猫
は
３
３

８
匹
。
猫
の
殺
処
分
数
が
減
少
し
て
い
る
。

住
民
は
日
常
的
に
猫
被
害
に
遭
っ
て
お
り
、

と
て
も
猫
の
減
少
の
実
感
は
無
く
、
効
果

は
見
ら
れ
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
い
つ
ま

で
待
て
ば
実
感
で
き
る
の
か
。

い
つ
ま
で
と
は
明
言
で
き
な
い
が
当
分
の

間
、
制
度
運
用
を
引
き
続
き
見
守
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

地
域
住
民
の
認
知
を
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

餌
の
食
べ
残
し
は
片
付
け
ら
れ
る
こ
と
。

糞
尿
の
後
始
末
を
さ
れ
る
こ
と
。
不
妊
去

勢
を
さ
れ
る
こ
と
の
４
つ
が
行
わ
れ
て
い

る
「
地
域
猫
」
を
推
奨
し
て
い
る
が
、
白

水
大
池
公
園
に
地
域
猫
は
何
匹
い
る
の
か
。

定
義
に
照
ら
す
と
地
域
猫
は
い
な
い
。

27
年
度
の
施
政
方
針
は
人
と
動
物
が
共
生

す
る
た
め
の
方
策
を
さ
ら
に
研
究
し
て
い

く
と
あ
る
が
方
策
は
見
出
さ
れ
た
の
か
。

今
後
の
検
討
課
題
で
あ
り
、
引
き
続
き
地

道
な
活
動
、
周
知
を
行
っ
て
い
く
。

地
域
猫
を
推
奨
し
て
い
る
本
市
の
取
り
組

み
は
中
途
半
端
と
考
え
る
。
事
業
の
方
策

と
し
て
環
境
省
紹
介
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

活
用
及
び
猫
の
飼
い
方
講
座
や
地
域
猫
講

座
を
行
う
な
ど
の
真
の
地
域
猫
づ
く
り
事

業
の
展
開
は
急
務
と
考
え
提
案
す
る
が
。

引
き
続
き
研
究
の
材
料
と
す
る
。

県
の
補
助
金
制
度
が
活
用
で
き
る
が
。

地
域
猫
活
動
を
行
う
地
域
に
は
積
極
的
に

県
補
助
交
付
の
支
援
を
し
て
い
く
。

市
長
出
前
ト
ー
ク
で
二
度
と
猫
問
題
が
出

な
い
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
。

正
直
、
す
ぐ
に
は
無
理
で
あ
る
。
ま
た
、

全
市
民
挙
げ
て
取
り
組
む
問
題
と
考
え
る
。

そ
の
他
の
質
問

「
水
問
題
に
つ
い
て
」

問問問問問 答答答答

問問 答答答

保
育
士
の
処
遇
改
善
へ
の
取
り
組
み
は

春日市役所

第5次春日市総合計画後期基本計画と
春日市まち・ひと・しごと創生総合戦略

春日市マスコットキャラクター

あすかちゃん かすがくん
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国
の
補
助
金
で
学
童
保
育
指
導
員
の

処
遇
改
善
を
す
る
考
え
は

よ
し   

い
　  

　   

き
ょ
う   

こ

吉
居
　
恭
子
　
議
員

春
日
市
の
学
童
保
育
は
、
全
国
的
に
も
先

進
的
で
内
容
も
充
実
し
働
く
親
と
子
ど
も

に
と
っ
て
大
切
な
存
在
だ
が
、
指
導
員
の

確
保
が
難
し
く
欠
員
も
多
い
と
聞
く
。
新

年
度
に
必
要
な
指
導
員
は
確
保
で
き
た
か
。

指
導
員
は
86
名
必
要
で
現
在
64
名
を
確
保
。

当
面
は
代
替
指
導
員
で
補
う
。

昨
年
は
代
替
指
導
員
で
も
人
員
確
保
で
き

ず
、
最
後
は
派
遣
会
社
か
ら
時
給
１
４
２

０
円
（
本
人
９
百
円
）
で
雇
っ
た
と
聞
く
。

全
国
的
に
指
導
員
の
処
遇
が
と
て
も
悪
く

人
員
確
保
が
難
し
い
た
め
、
厚
労
省
が
指

導
員
の
処
遇
改
善
の
補
助
金
を
用
意
し
た

が
、
本
市
は
、
申
請
を
し
て
い
る
の
か
。

し
て
い
な
い
な
ら
理
由
は
何
か
。

本
市
の
場
合
、
指
導
員
な
ど
の
賃
金
は
指

定
管
理
者
と
協
議
し
て
お
り
、
現
状
で
は
、

増
額
さ
れ
た
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

補
助
金
の
基
準
額
内
で
見
直
し
を
す
る
。

具
体
的
に
ど
れ
だ
け
改
善
さ
れ
る
の
か
。

学
童
保
育
は
保
護
者
が
働
き
続
け
ら
れ
る

た
め
の
事
業
な
の
に
、
そ
の
質
を
左
右
す

る
指
導
員
が
働
き
続
け
ら
れ
な
い
現
実
を

真
剣
に
考
え
て
ほ
し
い
。
生
活
で
き
る
給

料
、
常
勤
化
は
必
要
だ
と
思
わ
な
い
か
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
そ
の
特
質
上
開

所
時
間
が
限
ら
れ
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
雇

用
の
中
で
、
生
活
で
き
る
給
与
は
難
し
い
。

指
導
員
の
勤
務
時
間
は
８
時
間
、
土
曜
日

は
10
時
間
だ
。
夏
休
み
や
冬
休
み
な
ど
長

期
休
業
日
は
11
時
間
と
、
一
般
の
仕
事
よ

り
年
間
で
２
１
５
時
間
も
多
い
の
に
、

「
限
ら
れ
た
時
間
」
と
、
ど
う
し
て
言
え

る
の
か
。
厚
労
省
が
後
押
し
を
す
る
指
導

員
の
処
遇
改
善
を
抜
本
的
に
行
い
、
学
童

保
育
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
よ
う
、
市
長

の
考
え
を
も
う
一
度
お
聞
き
し
た
い
。

指
定
管
理
者
と
十
分
意
見
を
詰
め
協
議
を

し
、
精
査
し
な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

問問

問

問 答答

答答

春
日
市
独
自
の
主
権
者
教
育
を

う
ち
　
の          

あ
き  

ひ
ろ

内
野
　
明
浩
　
議
員

昨
年
６
月
の
定
例
会
で
質
問
し
た
が
、
そ

の
後
の
学
校
現
場
に
お
け
る
主
権
者
教
育

の
取
り
組
み
と
現
状
は
。

中
学
校
に
よ
っ
て
は
体
験
的
な
学
習
活
動

と
し
て
、
架
空
の
政
党
を
作
っ
た
討
論
会

や
、
生
徒
会
選
挙
の
際
に
は
正
規
の
投
票

箱
を
春
日
市
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
借
り

て
き
て
、
厳
粛
か
つ
臨
場
感
の
あ
る
投
票

体
験
を
実
施
し
て
い
る
。

国
や
県
の
指
針
を
待
っ
て
か
ら
と
い
う
受

動
的
な
姿
勢
で
は
な
く
、
市
民
に
発
信
す

る
能
動
的
な
対
応
が
必
要
で
あ
り
、
春
日

市
独
自
の
主
権
者
教
育
の
方
針
は
。

児
童
生
徒
の
市
民
性
が
高
ま
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
展
開
し
、
子
供
自
身

に
市
民
性
に
つ
い
て
自
覚
さ
せ
、
育
成
す

る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

地
域
・
学
校
現
場
で
の
自
転
車
事
故
防
止

に
向
け
た
安
全
指
導
に
つ
い
て
。

小
学
４
年
生
か
ら
安
全
教
育
の
一
環
と
し

て
交
通
安
全
教
室
を
実
施
。
中
学
生
で
は

日
常
的
に
指
導
を
行
う
。
教
育
委
員
会
は

学
校
の
主
体
性
を
尊
重
し
支
援
し
て
い
る
。

地
域
に
よ
っ
て
は
、
親
子
自
転
車
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
実
施
し
、
自
転
車
マ
ス
タ
ー
証
を

渡
す
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

ス
ケ
ア
ー
ド
ス
ト
レ
ー
ト
方
式
に
よ
る
交

通
安
全
教
室
の
実
施
の
考
え
は
。

筑
紫
地
区
内
の
公
立
高
校
の
み
で
実
施
さ

れ
て
い
る
。市
内
中
学
校
で
の
実
施
に
つ

い
て
は
、経
費
の
課
題
が
あ
る
。

兵
庫
県
の
よ
う
に
自
転
車
保
険
加
入
を
義

務
化
す
る
条
例
に
対
す
る
本
市
の
考
え
は
。

兵
庫
県
の
取
り
組
み
は
、
県
全
体
の
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
も
の
で
、

福
岡
県
で
は
現
在
検
討
し
て
お
ら
ず
、
本

市
単
独
で
条
例
を
制
定
す
る
考
え
は
な
い
。

問問問

問

答答答

答問答

自
転
車
安
全
対
策
と
自
転
車
保
険

２
人
に
１
人
が
生
涯
で
癌
に
な
る
時
、

が
ん
予
防
の
強
化
を
問
うた

か  

は
し          

ゆ
う  

こ

髙
橋
　
裕
子
　
議
員

直
近
の
が
ん
検
診
の
受
診
率
に
つ
い
て
。

26
年
度
検
診
実
績
は
、
胃
が
ん
11
・
97
％
、

子
宮
頸
が
ん
25
・
30
％
、
肺
が
ん
16
・

88
％
、
乳
が
ん
27
・
06
％
、
大
腸
が
ん

21
・
22
％
。
今
後
、
国
の
目
標
50
％
に
少

し
で
も
近
づ
け
る
よ
う
に
取
り
組
む
。

胃
が
ん
検
診
へ
の
胃
内
視
鏡
検
査
の
導
入

に
つ
い
て
の
見
解
は
。

国
は
28
年
度
か
ら
市
が
行
う
胃
が
ん
検
診

は
内
視
鏡
検
査
と
す
る
こ
と
、
対
象
年
齢

は
50
歳
以
上
で
、
検
診
の
受
診
間
隔
は
２

年
に
１
度
と
す
る
指
針
だ
が
、
当
面
は
現

行
の
実
施
方
法
で
差
し
支
え
な
い
と
あ
り
、

導
入
は
今
後
慎
重
に
検
討
す
る
。

胃
が
ん
検
診
へ
の
ピ
ロ
リ
菌
検
査
の
導
入

に
つ
い
て
の
考
え
は
。
ま
た
、
胃
が
ん
検

診
に
ピ
ロ
リ
菌
除
菌
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

導
入
事
業
を
提
案
す
る
が
見
解
は
。

国
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
市
の
検
診

に
お
け
る
胃
が
ん
の
検
診
の
あ
り
方
と
併

せ
て
検
討
し
て
い
く
。

不
妊
治
療
費
助
成
事
業
の
申
請
状
況
は
。

市
は
県
の
助
成
金
額
を
控
除
し
た
金
額
の

半
額
で
、
最
大
10
万
円
を
助
成
し
、
２
月

末
時
点
で
申
請
状
況
は
延
べ
78
件
。
助
成

金
額
の
合
計
は
６
０
２
万
千
円
。

中
小
企
業
庁
の
「
ミ
ラ
サ
ポ
」
と
い
う
サ

イ
ト
は
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
た

め
に
、
補
助
金
・
助
成
金
情
報
や
創
業
支

援
等
の
有
益
な
情
報
を
発
信
し
て
い
る
。

情
報
支
援
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
国
の
交
付

金
を
活
用
し
、
春
日
市
創
業
支
援
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
作
成
を
終
え
た
と
こ
ろ
。
中
小

企
業
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
も
リ
ン
ク
し
、

「
ミ
ラ
サ
ポ
」
を
含
め
、
各
種
有
益
な
情

報
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
く
。

問問問問 答

問答

答答答 地
方
創
生
に
関
す
る
質
問

ふ
る
さ
と
納
税
の

取
り
組
み
の
考
え
を
問
うき

た
　
だ
　  

　
　

の
ぼ
る

北
田
　
織
　
議
員

ふ
る
さ
と
納
税
の
導
入
か
ら
７
年
が
経
っ

た
。「
ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例

制
度
」の
創
設
な
ど
の
税
制
改
正
に
よ
っ

て
加
速
度
的
に
進
ん
で
い
る
が
、本
市
の

取
り
組
み
の
状
況
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

28
年
度
か
ら「
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
推

進
事
業
」と
し
て
、業
務
を
委
託
し
て
推
進

し
て
い
く
。

取
り
組
み
の
遅
れ
か
ら
、市
税
に
対
す
る

影
響
額
の
拡
大
、税
収
減
を
招
い
て
い
る

が
、今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

28
年
２
月
末
日
で
、最
大
の
試
算
で
約
１

５
１
１
万
円
の
税
収
減
が
見
込
ま
れ
、こ

の
額
に
確
定
申
告
分
が
加
わ
る
こ
と
に
な

る
。

取
り
組
み
に
あ
た
っ
て
は
、健
全
な
財
政

運
営
を
図
る
た
め
に
影
響
額
を
ゼ
ロ
に
す

る
年
度
の
目
標
設
定
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
が
、目
標
設
定
年
度
は
い
つ
か
。

業
者
委
託
に
よ
る
ロ
ー
リ
ス
ク
・
ロ
ー
リ

タ
ー
ン
の
仕
組
み
を
取
る
の
で
、今
の
時

点
で
は
目
標
値
は
申
し
上
げ
ら
れ
な
い
。

返
礼
品
に
関
し
て
は
、本
市
は
特
産
品
や

観
光
資
源
が
乏
し
い
こ
と
か
ら
、商
工
振

興
の
視
点
か
ら
資
源
を
冠
に
し
た
商
品
を

扱
う
事
業
者
や
ネ
ッ
ト
通
信
業
者
と
の
連

携
構
築
を
最
優
先
し
て
、早
急
に
取
り
組

む
べ
き
で
あ
る
が
ど
う
か
。

返
礼
品
の
選
定
は
、商
工
会
と
の
連
携
、委

託
業
者
と
の
情
報
交
換
を
行
い
な
が
ら
、

市
内
の
よ
り
魅
力
の
あ
る
返
礼
品
の
掘
り

起
こ
し
を
考
え
て
い
き
た
い
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
推
進
事
業
は
、行

政
、議
会
、市
民
、関
係
団
体
や
サ
イ
ト
運

営
業
者
を
構
成
員
と
し
て
目
指
す
べ
き
方

向
性
や
目
標
設
定
、事
業
計
画
な
ど
の
戦

略
を
図
る
応
援
団
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

ふ
る
さ
と
納
税
と
直
接
結
び
つ
く
か
研
究

し
、時
間
が
か
か
る
が
参
考
に
し
た
い
。

問問問 問

問

答答答

答答

が
ん

ふるさと納税PRポスター（総務省）

放課後児童クラブ舎

高校生向け副教材（文部科学省）
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国
の
補
助
金
で
学
童
保
育
指
導
員
の

処
遇
改
善
を
す
る
考
え
は

よ
し   

い
　  

　   

き
ょ
う   

こ

吉
居
　
恭
子
　
議
員

春
日
市
の
学
童
保
育
は
、
全
国
的
に
も
先

進
的
で
内
容
も
充
実
し
働
く
親
と
子
ど
も

に
と
っ
て
大
切
な
存
在
だ
が
、
指
導
員
の

確
保
が
難
し
く
欠
員
も
多
い
と
聞
く
。
新

年
度
に
必
要
な
指
導
員
は
確
保
で
き
た
か
。

指
導
員
は
86
名
必
要
で
現
在
64
名
を
確
保
。

当
面
は
代
替
指
導
員
で
補
う
。

昨
年
は
代
替
指
導
員
で
も
人
員
確
保
で
き

ず
、
最
後
は
派
遣
会
社
か
ら
時
給
１
４
２

０
円
（
本
人
９
百
円
）
で
雇
っ
た
と
聞
く
。

全
国
的
に
指
導
員
の
処
遇
が
と
て
も
悪
く

人
員
確
保
が
難
し
い
た
め
、
厚
労
省
が
指

導
員
の
処
遇
改
善
の
補
助
金
を
用
意
し
た

が
、
本
市
は
、
申
請
を
し
て
い
る
の
か
。

し
て
い
な
い
な
ら
理
由
は
何
か
。

本
市
の
場
合
、
指
導
員
な
ど
の
賃
金
は
指

定
管
理
者
と
協
議
し
て
お
り
、
現
状
で
は
、

増
額
さ
れ
た
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

補
助
金
の
基
準
額
内
で
見
直
し
を
す
る
。

具
体
的
に
ど
れ
だ
け
改
善
さ
れ
る
の
か
。

学
童
保
育
は
保
護
者
が
働
き
続
け
ら
れ
る

た
め
の
事
業
な
の
に
、
そ
の
質
を
左
右
す

る
指
導
員
が
働
き
続
け
ら
れ
な
い
現
実
を

真
剣
に
考
え
て
ほ
し
い
。
生
活
で
き
る
給

料
、
常
勤
化
は
必
要
だ
と
思
わ
な
い
か
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
そ
の
特
質
上
開

所
時
間
が
限
ら
れ
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
雇

用
の
中
で
、
生
活
で
き
る
給
与
は
難
し
い
。

指
導
員
の
勤
務
時
間
は
８
時
間
、
土
曜
日

は
10
時
間
だ
。
夏
休
み
や
冬
休
み
な
ど
長

期
休
業
日
は
11
時
間
と
、
一
般
の
仕
事
よ

り
年
間
で
２
１
５
時
間
も
多
い
の
に
、

「
限
ら
れ
た
時
間
」
と
、
ど
う
し
て
言
え

る
の
か
。
厚
労
省
が
後
押
し
を
す
る
指
導

員
の
処
遇
改
善
を
抜
本
的
に
行
い
、
学
童

保
育
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
よ
う
、
市
長

の
考
え
を
も
う
一
度
お
聞
き
し
た
い
。

指
定
管
理
者
と
十
分
意
見
を
詰
め
協
議
を

し
、
精
査
し
な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

問問

問

問 答答

答答

春
日
市
独
自
の
主
権
者
教
育
を

う
ち
　
の          

あ
き  

ひ
ろ

内
野
　
明
浩
　
議
員

昨
年
６
月
の
定
例
会
で
質
問
し
た
が
、
そ

の
後
の
学
校
現
場
に
お
け
る
主
権
者
教
育

の
取
り
組
み
と
現
状
は
。

中
学
校
に
よ
っ
て
は
体
験
的
な
学
習
活
動

と
し
て
、
架
空
の
政
党
を
作
っ
た
討
論
会

や
、
生
徒
会
選
挙
の
際
に
は
正
規
の
投
票

箱
を
春
日
市
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
借
り

て
き
て
、
厳
粛
か
つ
臨
場
感
の
あ
る
投
票

体
験
を
実
施
し
て
い
る
。

国
や
県
の
指
針
を
待
っ
て
か
ら
と
い
う
受

動
的
な
姿
勢
で
は
な
く
、
市
民
に
発
信
す

る
能
動
的
な
対
応
が
必
要
で
あ
り
、
春
日

市
独
自
の
主
権
者
教
育
の
方
針
は
。

児
童
生
徒
の
市
民
性
が
高
ま
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
展
開
し
、
子
供
自
身

に
市
民
性
に
つ
い
て
自
覚
さ
せ
、
育
成
す

る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

地
域
・
学
校
現
場
で
の
自
転
車
事
故
防
止

に
向
け
た
安
全
指
導
に
つ
い
て
。

小
学
４
年
生
か
ら
安
全
教
育
の
一
環
と
し

て
交
通
安
全
教
室
を
実
施
。
中
学
生
で
は

日
常
的
に
指
導
を
行
う
。
教
育
委
員
会
は

学
校
の
主
体
性
を
尊
重
し
支
援
し
て
い
る
。

地
域
に
よ
っ
て
は
、
親
子
自
転
車
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
実
施
し
、
自
転
車
マ
ス
タ
ー
証
を

渡
す
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

ス
ケ
ア
ー
ド
ス
ト
レ
ー
ト
方
式
に
よ
る
交

通
安
全
教
室
の
実
施
の
考
え
は
。

筑
紫
地
区
内
の
公
立
高
校
の
み
で
実
施
さ

れ
て
い
る
。市
内
中
学
校
で
の
実
施
に
つ

い
て
は
、経
費
の
課
題
が
あ
る
。

兵
庫
県
の
よ
う
に
自
転
車
保
険
加
入
を
義

務
化
す
る
条
例
に
対
す
る
本
市
の
考
え
は
。

兵
庫
県
の
取
り
組
み
は
、
県
全
体
の
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
も
の
で
、

福
岡
県
で
は
現
在
検
討
し
て
お
ら
ず
、
本

市
単
独
で
条
例
を
制
定
す
る
考
え
は
な
い
。

問問問

問

答答答

答問答

自
転
車
安
全
対
策
と
自
転
車
保
険

２
人
に
１
人
が
生
涯
で
癌
に
な
る
時
、

が
ん
予
防
の
強
化
を
問
うた

か  

は
し          

ゆ
う  

こ

髙
橋
　
裕
子
　
議
員

直
近
の
が
ん
検
診
の
受
診
率
に
つ
い
て
。

26
年
度
検
診
実
績
は
、
胃
が
ん
11
・
97
％
、

子
宮
頸
が
ん
25
・
30
％
、
肺
が
ん
16
・

88
％
、
乳
が
ん
27
・
06
％
、
大
腸
が
ん

21
・
22
％
。
今
後
、
国
の
目
標
50
％
に
少

し
で
も
近
づ
け
る
よ
う
に
取
り
組
む
。

胃
が
ん
検
診
へ
の
胃
内
視
鏡
検
査
の
導
入

に
つ
い
て
の
見
解
は
。

国
は
28
年
度
か
ら
市
が
行
う
胃
が
ん
検
診

は
内
視
鏡
検
査
と
す
る
こ
と
、
対
象
年
齢

は
50
歳
以
上
で
、
検
診
の
受
診
間
隔
は
２

年
に
１
度
と
す
る
指
針
だ
が
、
当
面
は
現

行
の
実
施
方
法
で
差
し
支
え
な
い
と
あ
り
、

導
入
は
今
後
慎
重
に
検
討
す
る
。

胃
が
ん
検
診
へ
の
ピ
ロ
リ
菌
検
査
の
導
入

に
つ
い
て
の
考
え
は
。
ま
た
、
胃
が
ん
検

診
に
ピ
ロ
リ
菌
除
菌
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

導
入
事
業
を
提
案
す
る
が
見
解
は
。

国
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
市
の
検
診

に
お
け
る
胃
が
ん
の
検
診
の
あ
り
方
と
併

せ
て
検
討
し
て
い
く
。

不
妊
治
療
費
助
成
事
業
の
申
請
状
況
は
。

市
は
県
の
助
成
金
額
を
控
除
し
た
金
額
の

半
額
で
、
最
大
10
万
円
を
助
成
し
、
２
月

末
時
点
で
申
請
状
況
は
延
べ
78
件
。
助
成

金
額
の
合
計
は
６
０
２
万
千
円
。

中
小
企
業
庁
の
「
ミ
ラ
サ
ポ
」
と
い
う
サ

イ
ト
は
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
た

め
に
、
補
助
金
・
助
成
金
情
報
や
創
業
支

援
等
の
有
益
な
情
報
を
発
信
し
て
い
る
。

情
報
支
援
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
国
の
交
付

金
を
活
用
し
、
春
日
市
創
業
支
援
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
作
成
を
終
え
た
と
こ
ろ
。
中
小

企
業
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
も
リ
ン
ク
し
、

「
ミ
ラ
サ
ポ
」
を
含
め
、
各
種
有
益
な
情

報
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
く
。

問問問問 答

問答

答答答 地
方
創
生
に
関
す
る
質
問

ふ
る
さ
と
納
税
の

取
り
組
み
の
考
え
を
問
うき

た
　
だ
　  

　
　

の
ぼ
る

北
田
　
織
　
議
員

ふ
る
さ
と
納
税
の
導
入
か
ら
７
年
が
経
っ

た
。「
ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例

制
度
」の
創
設
な
ど
の
税
制
改
正
に
よ
っ

て
加
速
度
的
に
進
ん
で
い
る
が
、本
市
の

取
り
組
み
の
状
況
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

28
年
度
か
ら「
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
推

進
事
業
」と
し
て
、業
務
を
委
託
し
て
推
進

し
て
い
く
。

取
り
組
み
の
遅
れ
か
ら
、市
税
に
対
す
る

影
響
額
の
拡
大
、税
収
減
を
招
い
て
い
る

が
、今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

28
年
２
月
末
日
で
、最
大
の
試
算
で
約
１

５
１
１
万
円
の
税
収
減
が
見
込
ま
れ
、こ

の
額
に
確
定
申
告
分
が
加
わ
る
こ
と
に
な

る
。

取
り
組
み
に
あ
た
っ
て
は
、健
全
な
財
政

運
営
を
図
る
た
め
に
影
響
額
を
ゼ
ロ
に
す

る
年
度
の
目
標
設
定
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
が
、目
標
設
定
年
度
は
い
つ
か
。

業
者
委
託
に
よ
る
ロ
ー
リ
ス
ク
・
ロ
ー
リ

タ
ー
ン
の
仕
組
み
を
取
る
の
で
、今
の
時

点
で
は
目
標
値
は
申
し
上
げ
ら
れ
な
い
。

返
礼
品
に
関
し
て
は
、本
市
は
特
産
品
や

観
光
資
源
が
乏
し
い
こ
と
か
ら
、商
工
振

興
の
視
点
か
ら
資
源
を
冠
に
し
た
商
品
を

扱
う
事
業
者
や
ネ
ッ
ト
通
信
業
者
と
の
連

携
構
築
を
最
優
先
し
て
、早
急
に
取
り
組

む
べ
き
で
あ
る
が
ど
う
か
。

返
礼
品
の
選
定
は
、商
工
会
と
の
連
携
、委

託
業
者
と
の
情
報
交
換
を
行
い
な
が
ら
、

市
内
の
よ
り
魅
力
の
あ
る
返
礼
品
の
掘
り

起
こ
し
を
考
え
て
い
き
た
い
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
推
進
事
業
は
、行

政
、議
会
、市
民
、関
係
団
体
や
サ
イ
ト
運

営
業
者
を
構
成
員
と
し
て
目
指
す
べ
き
方

向
性
や
目
標
設
定
、事
業
計
画
な
ど
の
戦

略
を
図
る
応
援
団
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

ふ
る
さ
と
納
税
と
直
接
結
び
つ
く
か
研
究

し
、時
間
が
か
か
る
が
参
考
に
し
た
い
。

問問問 問

問

答答答

答答

が
ん

ふるさと納税PRポスター（総務省）

放課後児童クラブ舎

高校生向け副教材（文部科学省）
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一般質問一般質問



文
化
振
興
を
基
調
に
し
た
取
り
組
み
を

い
わ  

き
り        

み
き  

よ
し

岩
切
　
幹
嘉
　
議
員

文
化
は
人
々
に
楽
し
さ
や
感
動
、
生
き
る

喜
び
を
も
た
ら
し
、
人
生
を
豊
か
に
し
て

く
れ
る
。
ま
た
、
他
人
を
思
い
や
る
心
は

文
化
を
大
切
に
す
る
環
境
で
育
っ
て
い
く
、

そ
う
い
う
土
壌
を
提
供
し
て
い
く
行
政
の

役
割
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
。

本
市
の
か
け
が
え
の
な
い
財
産
で
あ
る

「
音
楽
の
玉
手
箱
」
事
業
の
音
楽
家
の
現

登
録
者
数
、
質
の
向
上
に
向
け
て
、
ど
う

い
う
工
夫
、
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
か
、

ま
た
実
施
状
況
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

登
録
の
音
楽
家
は
31
組
40
人
で
、
今
後
オ

ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
場
合
は
、
演

奏
の
質
が
一
定
の
基
準
を
超
え
て
い
る
か
、

構
成
面
、
知
識
面
に
つ
い
て
も
審
査
を
行

う
。
学
校
コ
ン
サ
ー
ト
、
デ
リ
バ
リ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
な
ど
合
計
で
30
回
実
施
。

子
ど
も
た
ち
に
質
の
高
い
文
化
芸
術
を
体

験
す
る
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
も
教
育
の

役
割
と
考
え
る
が
、
そ
の
取
り
組
み
の
現

状
に
つ
い
て
、
ま
た
教
員
が
豊
か
な
感
性

と
幅
広
い
教
養
を
身
に
着
け
る
た
め
の
養

成
研
修
な
ど
配
慮
は
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

教
育
課
程
内
で
、
講
師
を
招
い
て
の
博
多

人
形
絵
付
け
体
験
、
陶
芸
体
験
な
ど
、
ま

た
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
の
指
導
の
も
と

和
太
鼓
、
茶
道
な
ど
行
っ
て
い
る
学
校
も

あ
る
。
教
員
の
研
修
に
つ
い
て
は
、
県
教

育
委
員
会
主
催
の
基
本
研
修
な
ど
行
っ
て

い
る
が
、
ご
指
摘
の
内
容
の
研
修
は
、
教

員
の
自
主
性
に
任
せ
ら
れ
て
い
る
。

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
い

て
は
、
も
っ
と
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
活
力

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

文
化
芸
術
事
業
の
民
間
の
活
用
に
つ
い
て

現
在
研
究
中
で
あ
り
、
指
定
管
理
制
度
も

選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
引
き
続
き
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問問 答答

問答

議会を傍聴しませんか議会を傍聴しませんか

●一般質問は、ケーブルテレビでも生中継しています。
●親子で傍聴できる親子席もあります。

録画映像をインターネットで配信中
検 索春日市議会　議会中継

６
月
定
例
会 

会
期
日
程（
予
定
）

６
月
９
日 
本
会
議（
開
会
、提
案
理
由
説
明
）

　
　
13
日 

本
会
議（
委
員
会
付
託
）

　
　
　
　 

議
会
運
営
委
員
会

　
　
14
日
〜
16
日 

常
任
委
員
会

　
　
20
日
・
21
日 

本
会
議（
一
般
質
問
）

　
　
22
日 

常
任
委
員
会

　
　
23
日 

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　 

常
任
委
員
会

　
　
24
日 

本
会
議（
採
決
、閉
会)

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

本年１月の埼玉県狭山市における３歳女児の死亡事件や、東京都大田区での３歳男児の死亡事件など、児童虐待により幼い
命が奪われる深刻な事態が続いています。
家庭や地域における養育力の低下、子育ての孤立化や不安・負担感の増大等により、児童虐待の相談対応件数は増加の一途
を辿り、複雑・困難なケースも増加しています。こうした現状に鑑み、政府は昨年12月、すべての子どもの安心と希望の実現プロ
ジェクトにおいて「児童虐待防止対策強化プロジェクト」を策定しました。
政府においては、同プロジェクトで策定された施策の方向性を踏まえ、児童虐待発生予防から発生時の迅速かつ的確な対
応、自立支援に至るまでの一連の対策強化のため、早期に児童福祉法等改正案を国会に提出するとともに、下記の事項につい
ては速やかに実施するよう強く要請いたします。

記
１．児童虐待の発生を予防し、妊娠期から子育て期までの切れ目ない支援を実現するため、また、孤立しがちな子育て家庭
へのアウトリーチ支援を強化するため、子育ての不安や悩み等を抱える家庭への養育支援訪問事業や、ホームスタート
（家庭訪問型子育て支援）事業を全ての自治体で実施できるようにすること。

２．児童相談所全国共通ダイヤル「１８９」の更なる周知を図るとともに、児童相談所につながるまでに数分かかっている実
態等を早急に見直し、通報しやすい体制を整えること。また、通報に対し、緊急性の判断や関係機関との連携を的確に行
える体制整備にも努めること。

３．児童虐待が発生した場合、迅速かつ的確な初期対応が行われるよう、児童相談所の体制や専門性を抜本的に強化するこ
と。特に児童福祉司、児童心理司、保健師等はじめ職員配置の充実、子どもの権利を擁護する観点等から弁護士の活用
等を積極的に図ること。

４．学校や医療機関、警察等関係機関における早期発見と適切な対応を図るため、児童相談所と関係機関との間における緊
密な連携体制を再構築すること。特に、警察と児童相談所においては、虐待の通報を受けた場合、虐待の有無にかかわ
らず、情報共有を図ること。また、一時保護等において警察と児童相談所が共同対応する仕組みを全国で構築すること。

５．一時保護所における環境改善を早急に図るとともに、量的拡大を図ること。また、里親や養子縁組を推進し、家庭的養護
のもとで子どもたちが安心して養育される環境を整えること。

６．被虐待児童について、18歳を超えても引き続き自立支援が受けられるようにするとともに、施設退所後や里親委託後の
児童等に対しきめ細かなアフターケア事業を全国で実施すること。

平成28年３月24日　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　春日市議会

児童虐待防止対策の抜本強化を求める意見書

市政運営上、市単独では解決が難しい問題などに市議会から意見書を提出し、問題解決・改善を働きかけます。

可決された意見書を関係機関に提出しました

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会 

視
察
報
告

公
明
党
　
会
派
視
察
報
告

さ
ん
 だ

い
な
 ぎ

平
成
28
年
１
月
25
日
〜
26
日
に
行
政
視

察
を
行
っ
た
。

兵
庫
県
三
田
市
で
は
、
若
い
人
に
読
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
な
紙
面
づ
く
り
に
工
夫
を

重
ね
て
い
る
。三
田
市
議
会
だ
よ
り
、
そ
の

名
は「
つ
な
ぎ
」。

目
立
つ
理
由
の
一
つ
が「
横
書
き
」で
、
そ

の
理
由
は
、「
若
い
人
に
抵
抗
が
な
い
の
が

横
書
き
だ
か
ら
」
で
あ
っ
た
。三
田
市
の
特

徴
は
、
予
算
を
印
刷
製
本
費
で
は
な
く
委
託

費
で
計
上
す
る
こ
と
に
よ
り
、
印
刷
会
社
の

デ
ザ
イ
ナ
ー
と
も
協
力
体
制
が
で
き
て
い

る
こ
と
、
年
８
回
と
頻
繁
に
発
行
を
行
う
こ

と
、
表
紙
は
写
真
で
な
く
イ
ラ
ス
ト
に
し
、

温
か
み
の
あ
る
も
の
に
仕
上
げ
て
い
る
こ

と
、
ク
イ
ズ
を
載
せ
て
回
答
者
に
感
想
を
書

き
添
え
て
も
ら
う
こ
と
で
反
応
を
見
て
い

る
こ
と
な
ど
。一
般
質
問
の
掲
載
文
字
数
も

見
や
す
さ
を
優
先
し
て
少
な
く
し
て
い
た
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
対
し
、
初
め
は
全
議
員

の
賛
同
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
会
派
で
説

得
す
る
な
ど
工
夫
を
し
て
い
た
。

山
口
県
山
陽
小
野
田
市
で
は
、「
広
報
広

聴
特
別
委
員
会
」
と
い
う
委
員
会
を
つ
く

り
、
議
会
広
報
と
広
聴
を
一
つ
の
委
員
会
で

取
り
組
ん
で
い
た
。一
般
質
問
は
答
弁
と
合

わ
せ
て
２
０
０
文
字
以
内
で
、
文
字
数
を
少

な
く
し
見
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
し
、
足
り

な
い
部
分
を
補
足
す
る
た
め
に
、
質
問
と
答

弁
の
「
内
容
」
を
市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
る
。

広
聴
は
、
議
会
基
本
条
例
で
最
低
で
も
年

２
回
は
議
会
報
告
会
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
定
め
、
定
例
議
会
が
終
わ
る
と
【
議

会
報
告
会
】↓【
市
民
意
見
の
聴
取
】↓【
整

理
】↓【
常
任
委
員
会
に
よ
る
所
管
事
務
調

査
】↓【
付
帯
決
議
】
と
い
う
流
れ
で
議
会
と

し
て
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
確
立
し
て

い
た
。こ
の
市
民
か
ら
意
見
を
聞
く
「
広
聴
」

機
能
を
、
議
員
個
人
や
会
派
単
位
で
行
う
の

で
は
な
く
、
議
会
と
し
て
実
施
し
て
い
る
と

こ
ろ
に
大
き
な
価
値
が
あ
る
。

両
市
の
取
り
組
み
を
参
考
に
当
委
員
会

で
今
後
の
方
針
を
検
討
し
、
読
み
や
す
く
親

し
み
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

平
成
28
年
１
月
18
日
〜
19
日
に
行
政
視

察
を
行
っ
た
。

東
京
都
稲
城
市
で
は
、
国
の
安
心
こ
ど
も

基
金
を
活
用
し
、
民
設
民
営
の
保
育
園
、
学

童
ク
ラ
ブ
な
ど
の
「
子
育
て
支
援
複
合
施

設
」
を
市
の
公
園
の
土
地
に
建
設
。子
ど
も

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
分
室
も
開
設
し
、
育
児

支
援
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
、
子
ど
も
と
家
庭
の

総
合
相
談
事
業
な
ど
の
充
実
を
図
っ
て
い

る
。待
機
児
童
の
解
消
、
虐
待
防
止
の
取
り

組
み
、
育
児
支
援
事
業
の
多
さ
な
ど
大
変
参

考
に
な
っ
た
。

千
葉
県
浦
安
市
で
は
、
子
育
て
世
帯
の
９

割
が
核
家
族
世
帯
、
ひ
と
り
親
の
増
加
な
ど

を
背
景
に
中
長
期
的
に
継
続
し
た
地
域
少

子
化
対
策
事
業
を
行
っ
て
い
る
。平
成
26
年

度
に
基
金
30
億
円
を
積
み
立
て
、
こ
ど
も
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
及
び
子
育
て
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
の
開
設
な
ど
妊
娠
期
か
ら
出
産
、
育

児
に
わ
た
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
っ

て
い
る
制
度
は
本
市
に
お
い
て
も
必
要
性

を
感
じ
た
。

さ
ん
 よ
う
 
お
 
の
 
だ

う
ら
や
す

山口県山陽小野田市

千葉県浦安市

　市議会では、市民に密接に関係するさまざまな事項
を論議して、決定しています。あなたも一度、本会議や
委員会を傍聴して、議員、市長、執行部の真剣なやりと
りを身近で感じてみませんか。

「音楽の玉手箱」事業
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一般質問・意見書視察報告



文
化
振
興
を
基
調
に
し
た
取
り
組
み
を

い
わ  

き
り        

み
き  

よ
し

岩
切
　
幹
嘉
　
議
員

文
化
は
人
々
に
楽
し
さ
や
感
動
、
生
き
る

喜
び
を
も
た
ら
し
、
人
生
を
豊
か
に
し
て

く
れ
る
。
ま
た
、
他
人
を
思
い
や
る
心
は

文
化
を
大
切
に
す
る
環
境
で
育
っ
て
い
く
、

そ
う
い
う
土
壌
を
提
供
し
て
い
く
行
政
の

役
割
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
。

本
市
の
か
け
が
え
の
な
い
財
産
で
あ
る

「
音
楽
の
玉
手
箱
」
事
業
の
音
楽
家
の
現

登
録
者
数
、
質
の
向
上
に
向
け
て
、
ど
う

い
う
工
夫
、
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
か
、

ま
た
実
施
状
況
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

登
録
の
音
楽
家
は
31
組
40
人
で
、
今
後
オ

ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
場
合
は
、
演

奏
の
質
が
一
定
の
基
準
を
超
え
て
い
る
か
、

構
成
面
、
知
識
面
に
つ
い
て
も
審
査
を
行

う
。
学
校
コ
ン
サ
ー
ト
、
デ
リ
バ
リ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
な
ど
合
計
で
30
回
実
施
。

子
ど
も
た
ち
に
質
の
高
い
文
化
芸
術
を
体

験
す
る
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
も
教
育
の

役
割
と
考
え
る
が
、
そ
の
取
り
組
み
の
現

状
に
つ
い
て
、
ま
た
教
員
が
豊
か
な
感
性

と
幅
広
い
教
養
を
身
に
着
け
る
た
め
の
養

成
研
修
な
ど
配
慮
は
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

教
育
課
程
内
で
、
講
師
を
招
い
て
の
博
多

人
形
絵
付
け
体
験
、
陶
芸
体
験
な
ど
、
ま

た
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
の
指
導
の
も
と

和
太
鼓
、
茶
道
な
ど
行
っ
て
い
る
学
校
も

あ
る
。
教
員
の
研
修
に
つ
い
て
は
、
県
教

育
委
員
会
主
催
の
基
本
研
修
な
ど
行
っ
て

い
る
が
、
ご
指
摘
の
内
容
の
研
修
は
、
教

員
の
自
主
性
に
任
せ
ら
れ
て
い
る
。

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
い

て
は
、
も
っ
と
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
活
力

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

文
化
芸
術
事
業
の
民
間
の
活
用
に
つ
い
て

現
在
研
究
中
で
あ
り
、
指
定
管
理
制
度
も

選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
引
き
続
き
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問問 答答

問答

議会を傍聴しませんか議会を傍聴しませんか

●一般質問は、ケーブルテレビでも生中継しています。
●親子で傍聴できる親子席もあります。

録画映像をインターネットで配信中
検 索春日市議会　議会中継

６
月
定
例
会 

会
期
日
程（
予
定
）

６
月
９
日 

本
会
議（
開
会
、提
案
理
由
説
明
）

　
　
13
日 

本
会
議（
委
員
会
付
託
）

　
　
　
　 

議
会
運
営
委
員
会

　
　
14
日
〜
16
日 

常
任
委
員
会

　
　
20
日
・
21
日 

本
会
議（
一
般
質
問
）

　
　
22
日 

常
任
委
員
会

　
　
23
日 

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　 

常
任
委
員
会

　
　
24
日 

本
会
議（
採
決
、閉
会)

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

本年１月の埼玉県狭山市における３歳女児の死亡事件や、東京都大田区での３歳男児の死亡事件など、児童虐待により幼い
命が奪われる深刻な事態が続いています。
家庭や地域における養育力の低下、子育ての孤立化や不安・負担感の増大等により、児童虐待の相談対応件数は増加の一途
を辿り、複雑・困難なケースも増加しています。こうした現状に鑑み、政府は昨年12月、すべての子どもの安心と希望の実現プロ
ジェクトにおいて「児童虐待防止対策強化プロジェクト」を策定しました。
政府においては、同プロジェクトで策定された施策の方向性を踏まえ、児童虐待発生予防から発生時の迅速かつ的確な対
応、自立支援に至るまでの一連の対策強化のため、早期に児童福祉法等改正案を国会に提出するとともに、下記の事項につい
ては速やかに実施するよう強く要請いたします。

記
１．児童虐待の発生を予防し、妊娠期から子育て期までの切れ目ない支援を実現するため、また、孤立しがちな子育て家庭
へのアウトリーチ支援を強化するため、子育ての不安や悩み等を抱える家庭への養育支援訪問事業や、ホームスタート
（家庭訪問型子育て支援）事業を全ての自治体で実施できるようにすること。

２．児童相談所全国共通ダイヤル「１８９」の更なる周知を図るとともに、児童相談所につながるまでに数分かかっている実
態等を早急に見直し、通報しやすい体制を整えること。また、通報に対し、緊急性の判断や関係機関との連携を的確に行
える体制整備にも努めること。

３．児童虐待が発生した場合、迅速かつ的確な初期対応が行われるよう、児童相談所の体制や専門性を抜本的に強化するこ
と。特に児童福祉司、児童心理司、保健師等はじめ職員配置の充実、子どもの権利を擁護する観点等から弁護士の活用
等を積極的に図ること。

４．学校や医療機関、警察等関係機関における早期発見と適切な対応を図るため、児童相談所と関係機関との間における緊
密な連携体制を再構築すること。特に、警察と児童相談所においては、虐待の通報を受けた場合、虐待の有無にかかわ
らず、情報共有を図ること。また、一時保護等において警察と児童相談所が共同対応する仕組みを全国で構築すること。

５．一時保護所における環境改善を早急に図るとともに、量的拡大を図ること。また、里親や養子縁組を推進し、家庭的養護
のもとで子どもたちが安心して養育される環境を整えること。

６．被虐待児童について、18歳を超えても引き続き自立支援が受けられるようにするとともに、施設退所後や里親委託後の
児童等に対しきめ細かなアフターケア事業を全国で実施すること。

平成28年３月24日　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　春日市議会

児童虐待防止対策の抜本強化を求める意見書

市政運営上、市単独では解決が難しい問題などに市議会から意見書を提出し、問題解決・改善を働きかけます。

可決された意見書を関係機関に提出しました

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会 

視
察
報
告

公
明
党
　
会
派
視
察
報
告

さ
ん
 だ

い
な
 ぎ

平
成
28
年
１
月
25
日
〜
26
日
に
行
政
視

察
を
行
っ
た
。

兵
庫
県
三
田
市
で
は
、
若
い
人
に
読
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
な
紙
面
づ
く
り
に
工
夫
を

重
ね
て
い
る
。三
田
市
議
会
だ
よ
り
、
そ
の

名
は「
つ
な
ぎ
」。

目
立
つ
理
由
の
一
つ
が「
横
書
き
」で
、
そ

の
理
由
は
、「
若
い
人
に
抵
抗
が
な
い
の
が

横
書
き
だ
か
ら
」
で
あ
っ
た
。三
田
市
の
特

徴
は
、
予
算
を
印
刷
製
本
費
で
は
な
く
委
託

費
で
計
上
す
る
こ
と
に
よ
り
、
印
刷
会
社
の

デ
ザ
イ
ナ
ー
と
も
協
力
体
制
が
で
き
て
い

る
こ
と
、
年
８
回
と
頻
繁
に
発
行
を
行
う
こ

と
、
表
紙
は
写
真
で
な
く
イ
ラ
ス
ト
に
し
、

温
か
み
の
あ
る
も
の
に
仕
上
げ
て
い
る
こ

と
、
ク
イ
ズ
を
載
せ
て
回
答
者
に
感
想
を
書

き
添
え
て
も
ら
う
こ
と
で
反
応
を
見
て
い

る
こ
と
な
ど
。一
般
質
問
の
掲
載
文
字
数
も

見
や
す
さ
を
優
先
し
て
少
な
く
し
て
い
た
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
対
し
、
初
め
は
全
議
員

の
賛
同
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
会
派
で
説

得
す
る
な
ど
工
夫
を
し
て
い
た
。

山
口
県
山
陽
小
野
田
市
で
は
、「
広
報
広

聴
特
別
委
員
会
」
と
い
う
委
員
会
を
つ
く

り
、
議
会
広
報
と
広
聴
を
一
つ
の
委
員
会
で

取
り
組
ん
で
い
た
。一
般
質
問
は
答
弁
と
合

わ
せ
て
２
０
０
文
字
以
内
で
、
文
字
数
を
少

な
く
し
見
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
し
、
足
り

な
い
部
分
を
補
足
す
る
た
め
に
、
質
問
と
答

弁
の
「
内
容
」
を
市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
る
。

広
聴
は
、
議
会
基
本
条
例
で
最
低
で
も
年

２
回
は
議
会
報
告
会
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
定
め
、
定
例
議
会
が
終
わ
る
と
【
議

会
報
告
会
】↓【
市
民
意
見
の
聴
取
】↓【
整

理
】↓【
常
任
委
員
会
に
よ
る
所
管
事
務
調

査
】↓【
付
帯
決
議
】
と
い
う
流
れ
で
議
会
と

し
て
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
確
立
し
て

い
た
。こ
の
市
民
か
ら
意
見
を
聞
く
「
広
聴
」

機
能
を
、
議
員
個
人
や
会
派
単
位
で
行
う
の

で
は
な
く
、
議
会
と
し
て
実
施
し
て
い
る
と

こ
ろ
に
大
き
な
価
値
が
あ
る
。

両
市
の
取
り
組
み
を
参
考
に
当
委
員
会

で
今
後
の
方
針
を
検
討
し
、
読
み
や
す
く
親

し
み
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

平
成
28
年
１
月
18
日
〜
19
日
に
行
政
視

察
を
行
っ
た
。

東
京
都
稲
城
市
で
は
、
国
の
安
心
こ
ど
も

基
金
を
活
用
し
、
民
設
民
営
の
保
育
園
、
学

童
ク
ラ
ブ
な
ど
の
「
子
育
て
支
援
複
合
施

設
」
を
市
の
公
園
の
土
地
に
建
設
。子
ど
も

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
分
室
も
開
設
し
、
育
児

支
援
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
、
子
ど
も
と
家
庭
の

総
合
相
談
事
業
な
ど
の
充
実
を
図
っ
て
い

る
。待
機
児
童
の
解
消
、
虐
待
防
止
の
取
り

組
み
、
育
児
支
援
事
業
の
多
さ
な
ど
大
変
参

考
に
な
っ
た
。

千
葉
県
浦
安
市
で
は
、
子
育
て
世
帯
の
９

割
が
核
家
族
世
帯
、
ひ
と
り
親
の
増
加
な
ど

を
背
景
に
中
長
期
的
に
継
続
し
た
地
域
少

子
化
対
策
事
業
を
行
っ
て
い
る
。平
成
26
年

度
に
基
金
30
億
円
を
積
み
立
て
、
こ
ど
も
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
及
び
子
育
て
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
の
開
設
な
ど
妊
娠
期
か
ら
出
産
、
育

児
に
わ
た
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
っ

て
い
る
制
度
は
本
市
に
お
い
て
も
必
要
性

を
感
じ
た
。

さ
ん
 よ
う
 
お
 
の
 
だ

う
ら
や
す

山口県山陽小野田市

千葉県浦安市

　市議会では、市民に密接に関係するさまざまな事項
を論議して、決定しています。あなたも一度、本会議や
委員会を傍聴して、議員、市長、執行部の真剣なやりと
りを身近で感じてみませんか。

「音楽の玉手箱」事業
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【６月定例会　一般質問 】
◎予約不要（入・退場は自由です）◎　◎どなたでも傍聴できます◎
６月２０日（月）・２１日（火） 午前１０時
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春日市議会

市
民
の
皆
さ
ん
と
議
会
の
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

主な内容

平成28年

 第1回（3月）
定例会

平成28年５月15日発行

市 議 会
か す が

だ よ り

E-mail:gikai@city.kasuga.fukuoka.jp

春日市マスコットキャラクター

か
す
が
く
ん

あ
す
か
ち
ゃ
ん

編

集

後

記

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

委

員

長
　
　
髙 

橋 

裕 

子

副
委
員
長
　
　
白 

水 

和 

博

委
　
　
員
　
　
川 

﨑 

英 

彦

委
　
　
員
　
　
岩 

渕  

　
穣

た
か
　
　 

は
し
　
　
ゆ
う
　
　  

こ

し
ろ 

う
ず 

か
ず 

ひ
ろ

か
わ 

さ
き 

ひ
で 

ひ
こ

い
わ 

ぶ
ち 

ゆ
た
か

４
月
１
日
に
本
市
議
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
広
報
機

能
の
充
実
を
図
る
た
め
、
見
や
す
い
、
使

い
や
す
い
、
わ
か
り
や
す
い
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
目
指
し
て
、
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

今
後
も
市
議
会
情
報
を
わ
か
り
や
す
く

お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
本
市
議
会

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
追
加
を
行
っ
た
主
な
項
目
】

・
議
会
の
予
定
が
わ
か
る
カ
レ
ン
ダ
ー

・
議
員
の
顔
写
真
入
り
名
簿

・
政
務
活
動
費
の
使
途
基
準
の
公
開

・
行
政
視
察
受
け
入
れ
の
ペ
ー
ジ

・
ウ
ェ
ブ
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
（
※
）
対
応

※
高
齢
者
や
障
が
い
者
と
い
っ
た
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な

ど
の
利
用
に
何
ら
か
の
制
約
が
あ
っ
た
り
利
用
に
不

慣
れ
な
人
々
を
含
め
て
、
誰
も
が
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な

ど
で
提
供
さ
れ
る
情
報
や
機
能
を
支
障
な
く
利
用
で

き
る
こ
と
。

政
務
活
動
費
は
、
議
会
の
審
議
能
力
を
強

化
す
る
た
め
、
議
員
ま
た
は
会
派
の
調
査
研

究
そ
の
他
の
活
動
に
対
し
て
、
そ
の
費
用
を

助
成
す
る
も
の
で
す
。本
市
議
会
で
は
、
昨

年
９
月
か
ら
今
年
の
３
月
に
か
け
て
議
会

運
営
委
員
会
で
議
論
を
行
い
、
議
員
ま
た
は

会
派
が
政
務
活
動
費
を
充
当
す
る
際
の
判

断
基
準
と
な
る
「
使
途
基
準
」
を
作
成
し
ま

し
た
。こ
の
使
途
基
準
を
踏
ま
え
て
、
引
き

続
き
、
政
務
活
動
費
の
適
正
な
執
行
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

【
充
当
で
き
る
経
費
の
例
】

先
進
地
視
察
や
研
修
会
の
参
加
に
要
す

る
経
費
、
市
政
の
課
題
解
決
や
予
算
獲
得
の

た
め
に
行
う
要
請
陳
情
活
動
に
要
す
る
経

費
、
市
民
相
談
会
な
ど
の
開
催
に
要
す
る
経

費
、議
会
審
議
に
必
要
な
資
料
購
入
費
な
ど

【
充
当
で
き
な
い
経
費
の
例
】

政
党
活
動
・
選
挙
活
動
・
後
援
会
活
動
・

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
活
動
の
た
め
の
経
費
、
議

会
活
動
の
報
告
を
行
う
た
め
の
広
報
紙
の

印
刷
代
な
ど
、
携
帯
電
話
料
金
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
通
信
料
な
ど
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
備

品
の
購
入
費
用

政
務
活
動
費
の
使
途
基
準
を

作
成
し
ま
し
た

議会ウェブサイトが
リニューアル！

訂
正

議
会
だ
よ
り
１
８
２
号
11
ペ
ー
ジ
（
野
口

明
美
議
員
一
般
質
問
）
上
段
の
21
行
目
に
誤

字
が
あ
り
ま
し
た
。

（
誤
）
個
別
収
集
↓（
正
）
戸
別
収
集

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

先
月
発
生
し
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

熊
本
地
震
。
多
く
の
方
々
が
避
難
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
貴
重
な
人
命
も
多
数
失
わ
れ

ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
の
お

見
舞
い
と
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
17
年
の
福
岡
西
方
沖
地
震
に
お
い
て

は
警
固
断
層
が
市
の
中
心
部
を
貫
い
て
い
る

本
市
も
大
き
な
人
的
物
的
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
予
測
不
可
能
な
自
然
災
害
を
無
く
す
手

だ
て
を
現
在
私
た
ち
は
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し

か
し
人
間
に
は
過
去
の
教
訓
を
生
か
し
、
被
害

を
最
小
限
に
す
る
知
恵
が
あ
り
ま
す
。
人
智
を

結
集
し
防
災
減
災
へ
の
不
断
の
努
力
を
一
つ
一

つ
積
み
重
ね
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
市
は
平
成
20
年
に
『
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』

を
作
成
し
全
戸
に
お
配
り
し
て
い
ま
す
。
防

災
の
基
本
は
日
頃
か
ら
の
一
人
一
人
の
備
え

に
あ
り
ま
す
。
被
害
の
記
憶
が
新
し
い
今
、

再
度
お
読
み
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。
な

お
現
状
に
即
し
た
最
新
版
は
本
年
度
中
に
各

戸
に
お
届
け
す
る
計
画
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
ゆ
た
か
）
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